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ブハラのコシュベギ官房文庫研究序説
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　本稿は，ウズベキスタンの代表的な東洋学者の一入，故アブドゥライモフ教授

（1916－75）の表題論文（未公刊，ロシア語）を訳出したものである’｝。これは本文にあると

おり，ブハラ・ハン国の宋期にそのコシュベギqoshbegiの官房，つまり宰相府に集積さ

れていた文書の概要を初めて紹介した労作であり，これまでほとんど知られていなかっ

た中央アジアの古文書史料の状況を知る上で有益な情報を提供している。ヒヴァやコー

カンド・ハン国の文書についてはすでに研究があるが，文書行政がもっとも発達してい

たと思われるブハラの古文書は，長らく知られぬままに残されていた2）。有名なオスマ

ン朝の古文書フォンドには規模において遠く及ばないにしても，この文庫に含まれる文

書は，19世紀後半から20世紀初頭に至るブハラ社会の実像を雄弁に物語っており，これら

が申央アジア史研究にとって第一級の史料であることは一噛して明らかである。中央ア

ジア現地での研究，調査が可能となった現在，こうした情報はより広く共有されるべきで

あろう。あえて，拙訳を試みた次第である。

　さて，訳者がこの未発表原稿を見ることができたのは，1991年夏タシュケントを訪問し

たときにお会いしたアブドゥライモフ家の方々，ならびにウズベキスタンの文芸誌『東方

の星sSharq　Yulduziの編集部主任A．アブドゥッラーエフ氏のご好意による。以下，氏

のアブドゥライモフに関する論説記事に依拠しながら，この貴重な労作がなぜ未刊に終

わったのかを含め，歴史家アブドゥライモフの経歴を簡単に記しておこう3」。

　アブドゥライモフは，レニングラードの東洋学研究所でペトルシェーフスキーに師事

し，4年間の従軍（この間に彼は兵卒から大尉に昇進し，赤旗勲章を授与されている）の後，

1948年に修士論文「ティムールとトクタミシュ」で博士候補の資格を得た。論文審査にあ
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たったのは，A．　Yu．ヤクボーフスキーである。翌黛タシュケントの中央アジア大学（現

タシュケント大学）に東洋学部長として赴任したが，彼の研究テーマは，当蒋のソビエト

史学においては「危険な」テーマであった。彼の修士論文は，ティムールがモスクワの脅

威，金山汗国のトクタミシュを1395年目破ったことが，ロシアの運命にどれほど大きな影

響を与えたかを論証していたが，それはロシア史の栄光，クリコヴォにおける金三子国に

対する勝利（1380年）を色あせたものにしかねなかった。彼のアブW一チは，ロシア中心

史観を採用したソビエト史学にはなじまなかったのである。彼は1952隼大学を追われ，

閑職に退けられた。反対派がアブドゥライモフを，「民族生義者ジャディードの残存分子

と語らって，ソビエト青年を排外的民族主義に教唆した」と告訴したからである。かつて

のマドラサを出た教養人を東洋学部生の指導にあたらせ，アラビア，ペルシア語の教授と

写本読解の訓練を進めようとした彼の計画は挫折した。論文の公刊は論外であり，これ

に言及することも禁じられたという。

　学究生活を続けるためには，研究テーマを変えなければならなかった。1964年，彼は

「16世紀末から19世紀前半のブハラ・ハン国における農業関係」で博士号を取得した。ブ

ハラのコシュベギ官房文庫に関する研究は，その延長線上に来るものであり，本文にもあ

るとおり，1965年から1973年にかけて古文書局の研究貫とともに，およそ9万点の文書か

らなるこの文庫の分類整理にあたった。そして，この作業を終えた後で，アブドゥライモ

フは長大な序文を付したコシュベギ文書集を編集している（未公刊）。本稿はこの序文と

は別に，単独の紹介論文として準備されたものと思われるが，それがいつ執筆されたのか

は不明である。いずれにせよ，晩年のアブドゥライモフには，このコシュベギ文庫の硯究

がライフ・ワークであったにちがいない。

　しかし，この間も彼はティムールとティムール朝に関する学問的な情熱を失わなかっ

た。1960年，彼は「ティムール朝の社会経済史研究について」と題する論文を発表したが，

それはティムールの個人的な能力とその建設者としての偉業を高く評価するものであっ

た。さらに，彼は「サマルカンド2500年祭」に合わせ，長年の研究成果をまとめたテdムー

ル朝史を書き上げている（未刊）。アカデミー会員1．ムミノフの『アミール・テaムール

の申央アジア史上における位置と役割毒（1968年）が干i］行されたのは，ちょうどそのときの

ことである。ウズベキスタンにおけるティムール研究の第一人者を自負するアブドゥラ

イモフは，この「ディレッタントの著作」に手厳しい批判を加えた。これによって自著を

世に問う機会が生まれると考えたのかもしれない。しかし，その希望はかなわなかった。

　1970沼代の初め，東洋学研究所の部長職にあったアブドゥライモフは，再び所内のス
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キャンダルに巻き込まれ，その職を解かれた。ウズベク史研究で知ちれるアフメドブも

このとき降格処分を受けている。アブドゥライモフには，その後も厳しい田々が待って

いた。1973年，連邦中央の雑誌「ソ連邦史sに寄稿した論文，「ティムールおよびティムー

ル朝について1960年代にウズベキスタンで刊行された文献概観ti　‘｝は，ウズベキスタンで

は大方の不評を買った。そこではテ4ムールはもはや偉人ではなく，薗記のムミノフを

筆頭におよそティムール個人とその活動を肯定的に評価した研究には，仮借ない批判が

浴びせられていたからである。しかし，この投稿によってアブドゥライモフはウズベク

学界の中で孤立を深めることになった。アブドゥライモフの硯究に発表の機会が与えら

れなかったのはこのためであろう。そこでは研究の内容とは無関係の判断が働いたにち

がいない。アブドゥライモフもまだ，政治とイデオロギー一回線罪された旧ソ連の歴史家

たちの一入であったS｝。

　アブドゥライモフがこの原稿を書いてから，すでに20隼近くが経過している。とりわ

け，ペレストロイカ以後，ウズベキスタンにおいても中央アジア近代史の見直しは著しい。

アンデdジャン蜂起やジャディードなどに関する彼の議論は，もはやウズベキスタンに

おいても定説ではない。しかし，アブドゥライモフの真価は，その経歴をみても近代史研

究ではなく，むしろ文書研究に発揮されたのではないだろうか。拙訳の囲的もまた，貴重

な文書史料に関する忘れられた労作を紹介することにある。

　アブドゥライモフの原稿は，ダブル・スペースで46枚の用紙に浄書されているが，中に

は意昧の不明な部分やタイプミス，改行の疑問なところも散晃される。著者はなお手を

入れるつもりであったのかもしれない。［］内は訳者の補足であり，訳者の判断で行った

改行の変更は／／で示した。単純なタイプミスは，断りなく訂正した。また，著者は固有名

詞やタームについて厳密な転写を行っていない。原則として，地名はカナ表記とし，人名

とタームは通常のアラビア文字転写法に従って表記することにした。ただし，原綴の不

明な人名やよく知られているタームはカナ表記とした。

注

1）原題は，M．　A．　A61rypaKM◎B，　BcTynveilple　K　K3yqelg｛K）“Apx）g］a　Kamxexffplf）f　6yxapcKoro

　KOiii6erx”。この遺稿の公刊については，教授の子息Khat魏Abduraimov氏の許可をえた。

2　）　AKaAenzK　B．　B．　SapTonbR，　CovutHeHldff，　［lr．　8，　MocKBa，　1973，　cTp．　356－357．

3　）　A，　Abdullaev，　Achilmay　qalgan　hitqiqat，　Oxbekistan　dda’biyati　va　sa’n　ttti，　1990／12／14（No．50），

　p．5．アブドゥライモフの経歴と業績については，H．　B．　EyHua，砺。動6朋。甲aφ珊eCK瑠
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　　oyepK紅　o　，zTeHTe　rrffx　o61qecTBemlbエx　HayK　Y36e」［lfcTaHa，　T．1，　Ta皿KeHT，1976，　cTp，20－22も

　　参照。

4　）　M．　A．　A6JtypawwoB，　0630p　nwrepa　rypbi，　noeBArqeHHoth　TutMypy　M　T；fMypivgaM，　va3naH－

　　Hoif　B　Y36emieTaHe　B　60－x　rollax，　vacTopJfH　CCCP，　1973，　No，　5，　cTp．　83－90．

5）アブドゥライモフの修士論文は，アブドゥッラーエフ氏の尽力により最近ようやく刊行された

　　（ウズベク語）。M．　Abduraimov，　Temur　va　Tokhtamish，　Shdirq　yuldu．xi，1991，　No．11，　pp．

　　139－160．



23

「ブハラのコシュベギ官房文庫研究序説」

M．A。アブドゥライモフ

　中央アジア諸民族の歴史をより深く研究する上で，文書史料のもつ重要性は論をまた

ない。叙事的な史書の意義や重要性をおとしめるつもりはないが，その多くは（すべてで

はないにせよ）宮廷史家や封建領主の弁開者によって執筆され，しかもしばしば領主たち

の要望で書かれていることを指摘しておこう。たしかにこれらの史書は，とりわけ軍事

遠征，封建戦争や内紛などに注目しながら，政治史の流れをかなり詳細に描き出している。

しかし，民衆の歴史，経済の実情，勤労大衆の境遇や搾取の性格と形態，さらにその他，社

会・政治史や文化，生活慣習など，実に多くの問題が通例これらの史料ではほとんど明ら

かにされていないのである。

　したがって，中央アジア諸民族の歴史を学問的に再構成しようとすれば，それは他の歴

史資料とならんで文書史料を広範に駆使することによってはじめて可能となる。すでに

今世紀の初め，アカデミー会員のバルトリドはその小さな報告の中で次のように強調し

ていた。「住民の日常生活用品であれ，あるいは公文書，碑文，貨幣など何であれ，過去の

物的な皆野の発見がある限り，それが諸国史の解明に寄与することは言うまでもない」n

と。また別の，あまり知られてはいないが重要な論文の中で，バルトリドはこう指摘して

いる。西洋史研究者と比べて東洋史研究者の抱えている大きな囲難は，叙事的な史料の

他に，当該社会の内実を描いた文書史料を利用することができないということである。

このような史料はこれまでのところ例外的に得られたにすぎない。その大部分は消失し

て今日には伝えられず，研究者には知られずじまいとなっている，と。彼は，（中央アジア

のロシアへの併合の後ですら）ウズベク諸ハン国の文書史料がいかなる運命をたどった

かについて，こう述べている。「ハンのヤルリクやベクたちのハンへの上奏文などの文書

集は，今日でも私的な個々人の手もとにあり，ハンの文庫所蔵の文書が個人の手に渡るこ

とも珍しくはない。ロシアによる征服以前のトルキスタンの歴史に関する文書は，より

後代に作成された文書に劣らず，硯究者の注意を引いてしかるべきである！2＞と。碩学は
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また，その当時すでに正しくもこう指摘している。「これまでの硯究対象はわずかに一種

類の文書，すなわちいわゆるワクフ文書で，それも唯一サマルカンド州のものに限られて

おり，しかもそれに含まれている歴史地理的な資料が注目されたにすぎないのである」3）

と。

　文書類はしばしば文学作品として，あるいは東洋古文書選として集成，出版されだ）。

しかし，いわゆるイスラム世界におけるこれまでの官撰史学の中に，古文書から直接引き

出された史料に依拠した歴史叙述の例を見いだすことはできない5｝。

　バルトリドはまた別の論文で文書史料の重要性について論じ，それが中央アジアの農

業をめぐる社会・経済関係や農業の発展，土地所帯などの諸闘題を研究する上できわめ

て重要であることを指摘した。彼はこう述べている。「われわれは中央アジアの農業史

についていかなる文書も持っておらず，史家や地理学者，旅行者などが与えてくれる断片

的で偶然の情報に満足するしかないのである」S）と。

　しかし，バルトリドの死後，状況は大きく変わった。30年代の初めから文書史料の領域

で大きな発見が相次いで起こったのである。発見された文書は，1．Yu．クラチコフス

キーが指摘しているとおり，古代から19世紀まで，年代的にはあらゆる時代にまたがって

いた7）。

　もっとも重要な発見は，タジキスタン北部のムグ山における発見である。1933年，ムグ

二丁（Ωal‘a－yi　Mug）の廃塊において，棒や皮，紙などにソグド語およびアラビア語で書か

れた76点のソグド文書が発見された。その翌年にはこの発見に寄せた特別の論文集が刊

行され，これにはA．A．フレイマンによる初めての簡略なソグド語文書目録とV．　A．ク

ラチコフスカやおよび1。Yu．クラチコフスキーによるアラビア語文書の研究が載った。

彼らは，文書の作成時期を8世紀初頭に比定するとともにその作成地をも確定した8）。

ジューイバル・シャイフ家9｝やヒヴァ・ハン！o），コーカンドのフドヤル・ハン文書”）の発

晃と研究，O．　D．チェホーヴィチ12｝，　R．　N．ナビーエフ’3｝，R．　G．ムクミーノワ’4），そして筆

者1S＞などによる中央アジア史関係の文書類の刊行と研究，またしP．ペトルシェーフス

キーによるイランとザカフカース地方の歴史に関する一連の貴：重な研究はlfi｝，上述の地

域における封建社会の歴史研究に根本的な修正をもたらすことになった。

　文書史料の領域において並外れた位置を占めているのが，V．　L．ヴャトキソ7｝とA．　A．

セミョーノブ18｝の研究である。ヴャトキンは，まさにこの文書史料を用いて有名なウル

グベク天文台の位置を捜し嶺てた。彼の功績は歴史的な発見として金世界から賞賛され

たものである。
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　30年代における真に学術的な発見として忘れることができないのは，不慮の死を遂げ

たムサジャン・サイジャノブ教授の研究である。彼はウズベク古遺物保存委員会

（Uzkomstaris）の初代議長であり，V．　L．ヴャトキンやアカデミー会員M．　E．マッソンな

どのような優れた研究者と協力して豊かな成果を上げた。30年代にサイジャノブは，13

世紀の著名なシャイフ，Sayf　a茎一DTn　BaharzTのマザールでワクフ文書を発見することに

成功した。これは，1326奪（1333年に補足）にブハラ近郊のファトババードでシャイフの

孫てsh百n　Yahy巨によって遺言された文書である。それは，長さ48　m　70cm，幅44cmという

臣大な文書であり，文言は1400行を数える。モンゴル支配期のマーワラーアンナフルで

は歴史書も文学作品も一つとして書かれなかったことを想起すれば，サイジャノブの発

晃はソビエト東洋史学に計り知れない意義を持っていることがわかる。彼は死の前の年，

1936年置その研究を「Shayklt　Sayf　al－Dln　Baharziのワクフ・ナーメ」（ウズベク語）とし

てまとめた。彼はこの著作でより後代（16－19世紀）に作成され，農業関係の諸丁丁に関わ

るおよそ30点の重要な文書を引いている。これにはまた興昧深い注と用語集とが付され

ていた。しかし，残念なことにサイジャノブの著作はついに陽の目を見なかった。それ

は長くマルクス・レーニン主義研究所タシュケント支部の古文書室に眠り，昨年ようや

く筆者がこれをウズベク共和国中央国家文書局に移管させたところである19｝。

　われわれの知るあらゆる文書の中でも，その内容からして学術的に見て貴重な存在と

醤えるのが，「ブハラのコシュベギ丁丁文塵（1865－1920）」（以下，コシュベギ文庫と略記す

る）である。コシュベギ文庫は，所収文書の数量からしてもまさに研究の宝庫であり，わ

が国において第一等の地位を占めている。しかし，残念ながらこの文書集は最近に至る

まで調査も研究もなされずにきた。これまでわが園の多くの優れた東洋学者や歴史家が，

このウズベク共和国中央下家文書局に残る豊かな（あらかじめ述べておけば，このフォン

ドはおよそ9万点の文書からなっている）文化遺産の研究がどれほど切実なものか提案

をしてきたが，手は届かなかったのである。

　1965奪，筆者は古文書局主任研究員カリム・ウバイドゥッラーエフ，研究員アンジェ

ラ・ババヤンツとともにコシュベギ文庫のいわゆる全体登録に着手し，1973年夏に～通

りの作業を終えた。現在，「ウズベク共和国中央国家文書，歴史部門，フォンド126号，目録

番号1，1865畦920年」と命名されたコシュベギ文庫は，研究者が利用できるようになって

いる20｝。文書のマイクロフィルム化も完了している。しかし，困難な作業はなお長く続

くことであろう。この文書類が教養も筆跡も異なる何百人もの人々によって作成された

ことを考えるならば，目録作成者の前にどれほど大きな鵬難が立ちはだかっているかは，
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容易に想像することができるであろう。文書を覆っている数世紀来のほこりについては

器うまでもない。もちろん，文書のサイズもまた一様ではない。全部で一葉のものもあ

れば，また数メートルもの大型紙に書かれて束になったものもある。文庫の形成は公的

には1865年，つまりマンギート朝のアミールMuzaffar（1860－1885）の治世に始まる。文

書の大半は19世紀後半のものである。しかし，これらと並んで，コシュベギ文書の中には

より以前の中央アジア史や文化史に関する多数の貴重な文書が残されている。いくつか

のヤルリクやワクフ証文は，！3世紀の末から14世紀初頭のものである。この種の文書類

は，われわれの手ですでにフォンド323号に移されている21｝。

　ブハラ入民共和国の時代［1920－1924隼］に教育と文化の領域で活動し，コシュベギ文庫

の存在をよく知っていた権威ある元公務員の証言によれば，かつてのブハラ・ハン国に

は二つの文庫があった。一つは最後のブハラ・アミール，‘Abd　al－Ahad（1885－1910）およ

び‘Alimkhan（1910－1920）の私的な文庫で，もう一つがコシュベギ文庫である22｝。両文庫

とも1920年の革命で著しい損害を被った。アミールたちの私的な文鷹の運命は，いまだ

に明らかではない。コシュベギ文庫の方は，長くブハラの図書館や博物館に保管された

後，1935難にウズベク共和国中央国家文書局の所管となった。しかし，それはかってのコ

シュベギ文庫のすべてではなく，多くの文書が火災のために紛失ないし焼失したものと

思われる。「革命の勝利とブハラ・アミールの逃亡の後，王城arkでは火災が発生し，そ

れは4日聞続いた」23）からである。／／

　周知のとおり，ブハラ・ハン圏では語の完全な意味において，国家の統治は，内政と外

交政策，徴税システム，財政，国土の保安維持，軍隊の指揮，そしてその他すべてにわたっ

て，下家の総理大距にあたるコシュベギの管轄下にあった24）。

　ところで，“qush”（鳥）と“qosh”（トルコ語の“qosh”，“qQr”からlliた「本営，宿営地」）と

いう二つの語が，アラビア文字で表記すると同一に発えることは注圏しておいてよいで

あろう。学術文献において“qoshbegi”の語が，封建ロシアの主猟宮の称号と職務に対応

する“qushbegi”と誤って説明されてきたのはこのためだからである2s）。しかし，ハン国

において“ku11－i　qoshbegi”（総コシュベギ，最高コシュベギ）の官職にあった最高宮は，鷹

狩とはいかなる関係も持ってはいない（これは少なくとも，アシュタルハン朝の最後から

二番目の‘Ubaydall醜k協n（1702－1711）の治世からであり，マンギート下期（1752－1920）

においてもそうであった）。コシュベギはまた，“vaz盃rat　pa撮h”（宰相職の拠り所）の称号

を帯びていた。

　古ウズベク語（いわゆるチャガタイ語）において，“qosh”の語は軍隊の宿営地樺営，あ
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るいはたんなる停留地（qoshkh蝕a）を意味しているから，コシュベギは軍隊（qoshun）の

点字官と解釈すべきであろう2G｝。現実の権力を持ち，軍事力に裏付けられた官僚こそ，政

府の長になることができたのである。コシュベギとハンの狩猟宮との間には，いかなる

孤山もありえない27｝。1743年，二つの王朝の交代期（アシュタルハン朝の衰退とマンギー

ト朝の権力掌握の時代）にMuhammad　AmTn　ibn　MUI15　Nfirmuhammadの書いた

漁亭肋r泌細面Z（［状況の顕現］）なる無二の著作は，社会・政治史に関わる事実に富んで

いるが，“qoshkh互ne”あるいはたんに“qosh”という語で何團となく軍隊の宿営地に雷及

している28）。

　ブハラ・ハン圏におけるコシュベギの権力の大きさは，マンギート朝末期の君主たち

が国家の統治にほとんど関わらなかったという事実からも推し量ることができる。彼ら

は通常，ブハラの外にある離宮に暮らし，首都に立ち寄ることはほとんどなかった。たと

えば，アミール‘Abd　al－Ahadは，13年にわたってブハラの王城には倥まず，ケルミーネに

ある自分の所領で暮らすことを好んだのである。しかし，コシュベギは一切の権力を掌

握しながら，あらゆることがらにつき特別の上申書を用いて国家の長たるアミールに報

告を行った。アミールの不在に際して，コシュベギは王城を離れる権利を持たなかった

ことにも注目しておこう29）。

　ブハラのコシュベギ文庫の文書を検討すれば，これらが作成された環境や状況をより

明らかにすることが可能である。われわれの作った霞録（手書きの藏録）では，内容から

検討して文書を可能な限り三代順およびテーマ別に整理することに努めた。もちろん若

干の［難解な］文書のために，これにも多大の困難が伴った。文書史料は，以下の10部門に

分類されている。

【第1部】　ブハラ・ハン国の行政機構に関する文書（付；歴史的概観）

〔歴史的概観］

　ブハラの新しい支配王朝［マンギート朝］の最初の君主，M：u麺mmad　Ra海m　biy　ataliq

（1752－1758）はその治世の初期，ほぼ確実にアシュタルハン朝の血統には連ならないアラ

ルの主，Sh誌Tlmrtr　su｝重llnの患子‘Ubayda骸h　sul揖nをブハラの玉座につけたa・。）。別の

より信頼のできる史料によれば，‘Ubay（lallAh　s晦撫1ま殺害されたA髄lfa移khan

（1711－1747）の息子で，まだ揺り籠に眠る幼児であった3％Mullammad　Ra垣m　biy本人

は，アタリクの位とアミールの称号で満足していた。しかし，1756年M曲a魚mad　Ra｝百∬｝

biy　ataliqはハーンと宣示された。ここで注議すべきは，この政治的な行為の主導者が軍
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隊の指揮官，つまり有力なウズベク氏族の首長たちではなく，窟僚や聖職者の代表，商人，

さらには手工業者たちがこれを積極的に進めたという事実である。ウズベクの慣行に

従ってハーンを旧いフェルトの上に載せる儀礼には，遊牧および半遊牧のウズベクたち

の代表のみならず，ムスリム聖職者や都市の貴顕，宮僚たちの代表も出席した。これに先

だって，Mu与ammad　Ra垣磁b三yと岡じ1756年に殺害されたAbfilfay多　kh5nの娘との婚儀

がとり行われ，これによってハーン家との親族の絆が結ばれたのである。以上のような

新しいハーンの即位儀礼こそ，新王朝の将来の政治的方向を示唆するものであろう。し

かし，マンギート朝の次の君主，Mu麺mmad　Raptm　biyの後継者で僚父のD互aiy灘biy

は，ハーンの称号をとらず，atahqの位に甘んじて（1758－i785），Ab亘igh誠（1758－1765）を

三縄のハーンとした。一部の研究者はAb削gh訟kh諏のアシュタルハン朝出自を否定

しているカi32），現地史料は彼がアシュタルハン朝の王子であったことに阿らの疑いもさ

しはさんではいない33｝。

　しかし，D護niy烈b圭yの息子S簸h　Mur記（1785－1800）の時代になると，もはや三三の

ハーンを立てることはせず，たんに君主という二丁ではなく，カリフの称号，つまりamTr

a1－mu’minln（信徒の統率者）の意味においてもアミールを自称した。彼はまたシャリー

アの規定を遵守することに熱心であったために，「無垢なるアミール」（a霊rma‘sifm）の

異名をとったが，その残酷さにかけて彼は中央アジアの専制君主たちの人後に落ちるわ

けではなかった。したがって，時代が下るとともに，ブハラの政治体鰯はハン国ではなく，

アミール国と呼ばねばならない。

　マンギート二期になって，ブハラの社会・政治状況はいくつか根本的な変化を兇た。

まず，ブハラ・アミール国内の分封システムや中央権力に対する遊牧貴族の分離主義的

な敵対，個々の部族集団とその有力な指導者たちの独立が根絶された（シャフリサブズに

本拠を置くケネゲス部族は除く）。薪たな条件の申で，自己の部衆の天幕と武装予備軍と

を失った遊牧貴族の役割は旧に復されたものの，申央の濁家権力とその官僚たちの役割

は主導的なものとなった。そして，不正規の封建的な予備軍に代わり，傭兵［常備］軍団が

編成された。これらの新しい社会層こそ，マンギート朝の君主たちがその政治活動にお

いて対象としていたものにほかならない。さて，［歴史的概観は以上にとどめ］古文書の

内容に戻ることにしよう。

　第一部には34），ハーキム（州総督）やamlakd護r35｝，中央国家機関の職員，各州の財務官僚

（‘蓋mi15n－i　kharaj＞，そして首都と州の聖職者たちの任命に関するハーン（アミール）の命

令書（manshitre）が含まれている。この聖職者とは，シャイフル・イスラーム，大カー
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ディー（⑫市al－qudat，首都の主席裁判富で，アミール国の金裁判憲を従える），カー

デ4一（裁判宮），軍法窟（面諭yi‘askar），ライース（公序良俗やバザールなどにおける度

量衡の監視人で，その職務は中世のmuhtasibのそれに相当する），ムフティー（彼らの長

老あるいは長はa‘1am（学を究めた人）の称号を持ち，フェトワと呼ばれる法的決定の作

成にあたる。法学者の総称）などをさす。さらに，聖職者の富称号はサイイドの出自を持

つ者に与えられた。

　第～部にはまた，郡（雛磁an）や村を治めていた地方権力に関する資料が収められてい

る。文書によれば，村民は農村共岡体の集会でアクサカル（村の長老）やbSba（地区の長

老），amin，潅概水路の管理にあたるmlτAbなどを選出した。「民主的」な手段で選ばれた

後，これらの役職者はハーキムから認証を受けた。その場合，アミールから認証のための

manshitreを受け取ることもまれではなかった。ハーキムの認証や政府の命令を受領す

る際にはいわゆる進物（taftuq／tartiq）がっきものであり，それは高価な織物で織られた

sarupa（礼装用の衣装）が折り畳まれたbokhcha（直訳すれば包，束），種々の砂糖菓子や焼

菓子など，それに馬具一式を揃えた馬などを含んでいた。選ばれた当人も代わりにsaru－

paを受け取るが，その代金は支払わねばならなかった36｝。このような風俗史に関する情

報は，罠族誌学者や美術および文学史の専門家にとって滅多にみられぬ興昧深い資料と

なるであろう。

　この部門には，高位の役職者たちがアミールやコシュベギに，任命に関する命令を受け

取ったeと，あるいは任務の遂行に着手したことを上奏，上申した文書も含まれている3’｝。

また，州における会計監査の実施，徴税，上訴の調査，徴税吏の職権乱用などに関するア

ミールの命令書やコシュベギの指令書もある。若干の文書は，前任者の死亡や解任ある

いは新任者の任命に際しての，　qorgh5n（ハーキムの居住する要塞，居館）の財産収容の件

を扱っている38）。

　一件ではあるが，薪任のハーキムの着任儀礼に関する文書は紹介しておいてよかろう。

通例，款任の州長官の着任を控えてqorgh蝕の支度をするために，中央政府からいずれ

かの役職者が出向くのが慣わしであった。たとえば，アミールMu4affar（1860・一1885）の

代理人Tura　khoja　uraq39）は，新任のハーキムの応接のためにバイスンのqorg猛nの準備

に赴き，アミールに次のような報告を行っている。Eく，カラテギンを発してユルチ村に

着きましたところ，前任のハーキムAmllret　panah‘。’TttrdY　‘AII　biyの解任を命じた勅命

を賜りました。一一ーキムはqorgh諏を空け渡して家族とともにAlldhjan　jibachi‘i’の

館に移り，土曜日に至高の王城に向けて出発いたしました，と。さらに，前記の代理人は，
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要塞の守備隊は1タシュ42）の距離まで薪任のハーキムを迎えに出る許可を彼に求めたこ

とを報告している。しかし，この件については指示がなかったので，Tura　khoja　uraqは

守備隊を送り出すわけにはいかなかった。けれども，まもなく彼はコシュベ三宮房から，

件の凝任ハーキムは日曜日　43）にバイスンに着くこと，また守備隊はダシュティガズまで

彼を出迎えるべしという補足の緊急指令を受け取った。さらに，この宿営地ではハーキ

ムが宿泊できるように天幕を広げ，1マン（8プード：約130k2）の米を使ってピラフを溺

意するほか，肉用に羊を購入し，砂糖菓子，メロン，果物，馬匹の飼料などを整えておくべ

きことが強調されていた。そしてハーキムがqorgh5nに到着するまでに，1マンの米を

使ったピラフとあらゆる甘昧を用意し，雌牛一頭と羊2頭をqorghaltの門前でほふって，

その肉を生のままで（kham　ta玉asha）分配しなければならなかった44｝。

　高位の文官，軍人，聖職への任命は，ブハラ・ユダヤ教徒の長老の任命に至るまで広範

な問題を含んでいる。任命に関する文書の大部分では，アミールの個人的な決裁が得ら

れていた。コシュベギ官房からアミールの名において出された，Tura　khola＄ud亘rの印

のある一文書には，カラ・マンギート部族のS媛khr茄bek癒qs茄a，1s：na℃煎r藪猛r，

MttpYb　qaraulbegiらが，‘Umarという名の部族長elbegi（elbek）が職務を果たさず，部族

の行政が滞っていることを報じてきたことが書かれている。そのために，カラ・マン

ギート部族の部衆（jama‘a）は，部族長の職にK：hojamberdiを選出した。アミールへの上

申書には，暫部族長宛に任命書（maRshare）が下されますようにとの請願がみられる45）。

　別の文書では，グザル州ベシュカラの有力者たちの請願が陳述されている。すなわち，

Ernazar　bayという彼らのaghaliq”6）が勝手に職務を放棄し，今後職務にあたることも望

んでいないのだという。そこで，ベシュカラ氏族の部衆は前任者の代わりにMahmgd

bayをaghaliqに選出した。願書の作成者であるΩa車Mu肱耳abTbull誼は，アミール

にM蝕m記bayを問氏族のaghaliqに任ずる任命書の交付を求めているのである。願

書はヒジュラ暦の1311年（1893－1894年）に作成されだ7）。

　第一部門の文書のほとんどは，地方行政の人事に関わるものである。われわれの知っ

ている叙事的な年代記史料には地方行政の実態に関する具体的な回報が欠けているが，

これらの文書からは地方行政の責任者たちが相当の権力を握っていたことがわかる。重

要なのは，この地方権力が住民や農業，土地利用，灌概組織，税の賦課と徴収，地代租税な

どと直接に関わっていたという事実である。われわれは文書史料の中ではじめて，

aml激d勘，　amln，癬r弛，　aqsaqa1，‘llmil（税の徴収人），碑ygTr（税収入を決算する経理係，正

確に言えば国庫の宮吏）などの重要な職務を知ることになる。彼らと地方権力のさらに
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下級の官吏たちは，潅概水路の修理や清掃，薪水路の開設，播種の際の水の分配などのた

びに行われるハシャル（hashar）のような潅概に関わる共同作業を組織した。住民にさま

ざまな通達や指図を伝えるために，aqsaqalやamlnの配下にはpaykErと呼ばれるふれ

役がいた。特徴的なのは，ハーンやアミールから出された土地・水利関係の文書の多く

が，こうした地方権力の責任者たちに宛てられていたことである。それは当然であろう。

地：方権力こそが現実の力を持ち，農業生産や農民への租税賦課と徴税などと具体的な関

係を持っていたのは，これら地方門下に他ならなかったからである。なお，地方宮とその

補佐役たちは決まった額の俸給を支給されていたわけではなく，代わりに彼らの職務が

もたらす収入を享受していたことに門馬しておこう噛㌦

　もっとも，地方宮による職権i濫用や不当な徴税行為は，必ずしも処罰されなかったわけ

ではないことも強調しておかなければならない。たとえば，ブハラのカーディーMu圭旧

耳abibullahのアミール宛て上奏文によれば，（サマルカンドの北西にある）大きな村落ヤ

ンギ・クルガンの佐民代表は，ブハラのカーディーにこう訴え出たという。Buribay某

という彼らのam並は，住民に対して不正を働き，職権を濫用している，と。さらに申し

立てによれば，彼は無能で粗暴，怠惰な人物であり，amTnの職務にも不熱心であったとい

う。カーディーは結論としてアミールに，ヤンギ・クルガンの住民は」諏Mur記なる人

物を自分たちのaminに選び，前任者はこれを解任したことを報告し，新たに選出された

a…菰nに任命書を交付するよう願い出ている。この文書にはカーディーMulla　Kabibul－

1翫の印が押され，ヒジュラ暦1305年（1887－1888年）のEi付がある49｝。また，カーデi－

Mulla　Mubammad　Bek　khoja　Sudarの作成にかかる男ijの文書には，カマト郡クムシュケ

ント5e）のカーディー・ハーネにこの地区の倥民が集まり，彼らのアクサカルMrrza

Mukhitを告訴したとある。嘆願者たちは，とりわけ彼の職権の濫用ぶりと公務（dlv翫）

ならびに町民（ra‘iyat）の双方に対する放漫な仕事ぶりとを指摘したという。そこで，ク

ムシュケントの住民はこのアクサカルを解任し，代わりにミールザー・ナズルッラーを

選んだが，カーディーはこの新任者に任命書を交付するようアミールに願い出ているの

である「’D。

　先に下級の行政官についてふれたとき，大きな村落や都市における地区の長として

b酒盃に書及した。われわれの古文書からうかがえるように，このb訪ヨは手工業者の岡

業組合をも管理しており，最古参の職人（ahl－i　hurfa）と思われる。たとえば，ジヤウッ

デgン州のライースはアミール宛ての請願書の中でこう記している。隅州の手工業者た

ちが彼のもとに出頭し，Jumabayという彼らの旧臣値訳では，祖父，老人）が死去したと
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申告した。彼らはその代わりに‘Abd　a1－Rasalという新しいbabaを選出したので，ラ

イースはアミーールに薪しい任命書の交付を願い出たわけである。この文書には，Mulla

Karfm　Tilla　khoja　raTs　muftTの印とヒジュラ暦1311黛（1893－1894年〉の日付がある5z｝。

　周知のとおり，マーワラーアンナフルには8世紀初頭のアラブの征服以来，アラブ入た

ちが住み着いていた。アラブ人は現在もブハラ県（カラクリ）とカシュカ・ダリア県とに

居住しており，民族誌学および醤語学の興味深い研究対象である。ブハラ・ハン国のア

ラブ系住民は，遊牧民も定住民も，いわゆるmlr－i　haz互r一重‘arab（アラブ千人長）の管轄下

にあった53）。

　アシュタルハン朝州（17－18世紀）には，中央政府に付属して国内に居住するアラブ関係

の業務を処理する専門の部局　dlvan　‘arabkh5neがあった。この局は，アラブ人の軍隊へ

の編入あるいは除隊，他所への移動ないし移柱，納税などに関する事務を取り扱ってい

た5％

　M呈r－ihaz互r－i‘arabの職は，マンギート朝の最期まであった。アミール‘Abd　al－Ahad

宛て書簡の一つには，アミールの命令によりカルシ州の王nlr4　hazar－i‘arabであった

Tura（原義は王子）Ωuli　Mirz5の昏夢の信葱性が調査されたとある。このアラブ集圃

（jamll‘a）は，故人の代わりに‘Abbas　biyという名の長老を選んだという。書簡の筆者

Ω確Mul猿ΩavEm　al－DTn　khoja　Suditrは，継しいmTr－i　hazAr，i‘arabのために「至高の

命令」（盈ans憾re－yi‘ali）が下されることを求めている55｝。

　よく知られているように，ブハラのユダヤ教徒は隔離された共岡体として居住してい

た。首都のブハラでは，ユダヤ教徒のカラーンタル（kal護ntar－i　ahl－i　yahitdiy5n）という

職があり，これに選出された人物が共隅体を管理していた。カラーンタルが選出される

と，まずブハラの大カーディーの居宅で就任の手続きが整えられる。ついで大カー

ディーがコシュベギに伺いをたて，コシュベギはまたアミールに新任のカラーンタル宛

に任命のヤルリクが交付されるよう請願するのであった56｝。／／ブハラ市のユダヤ教徒は，

行政上は大恥ーディーに従っていたが，税務については徴税富zakatchiに従い，これに

人頭税jizyaS7｝を支払っていた。しかし，ブハラのユダヤ教徒は，その卑しめられた状態

にもかかわらず，経済的にはかなり高い地位を保持しており，若干のユダヤ商人はロシア

のみならず，西ゲルマン諸圏とも商取引を行っていたSS｝。／／

　コシュベギ文庫の「行政部門」には，キャラヴァン貿易の組織やキャラヴァン・バシの

選任に関する文書も少なくない。ブハラ領内の諸都市に限らず，カザフスタン（カザリン

スク，イルギズ，アク・メスジド，カルマクチ，トルガイ）やシベリア，オレンブルグなどの
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大都市にもキャラヴァン貿易を行う大商人たちがいた。ブハラ商人の多くは，これらの

都市に商会や大きな店舗を持っていた。大商人にはテズ・グザル村の出身者が多かった

が，この村はシャープール・カム郡の大村で，おりよくキャラヴァン路の出発点に位置し

ていたからであろう。キャラヴァンや店舗の持ち主の中には，何百万もの資金を回転さ

せる者もいた。キャラヴァン・バシの職に選ばれた者には特別の証書が与えられたが，

これを受領するには巨額の現金と高価な進物を贈らねばならなかった59）。・このような証

書を得るために，カザフスタンやシベリアの諸都市，オレンブルグ，その他の地のブハラ

商人たちは，高価な進物とアミール宛の願書とを携えた代理人をコシュベギの官房に遣

わした60）。

　ブハラ市のライースがアミールに上奏した別の文書は，首都のキャラヴァン主だちが

そのキャラヴァン・バシK：a職al　bayをライースに訴え出たことを述べている。ライー

スは告訴を審査し，件のキャラヴァン・バシは実際に職務怠慢であり，商務の改善に貢献

していないことを確かめた。そこで，ライースはアミールに，商人たちは著名な商人，

キャラヴァン主のΣkh1百§bayを選び，彼にアミールのヤルリクが下されることを願い出

ていると上奏したのである61｝。

　コシュベギ文書の中には，シベリアやカザフスタンの諸都市に商会を構える，もっとも

窟裕な商人たちのリストがある。各人の資本は，およそ100万ルーブリもしくはそれ以上

を数えている。このような商家が46あった62｝。数百万の資本を抱え，自分のキャラヴァ

ン・バシ（その名は‘Abd　al－Rahlm）を有する最大の商人は，前記シャープール・カム郡

テズ・グザル村の出身でFaygullah　bayの患子，‘Abd　al－Mu’rnin　bayであった。彼はト

ルキスタンにおける大十月革命の勝利とソビエト政権の確立にことのほか敵意を抱いた

人物である。彼はブハラのアミール‘Alimkh51tに二通の請願書を書き，そこで「ロシア

のボリシェヴィキが神聖なるブハラに対して戦いを始めたという不快きわまりない知ら

せを受けた」ことについて深い憂慮の念を表している63）。‘Abd　al－Mu’min　bayは，ボリ

シェヴィキを「迫害者」，「（畏衆の）抑圧者」，「強奪者」あるいは「不正なる者たち」と呼び，

これにもつとも醜悪な表現を用いてはばからなかった。さらに，二通目の誓願書はちょ

うどアミール国最後の日にあたっているが，バイはこう述べている。ソビエト政権は莫

大な金銭侮aqd）と貴金属，925，506ルーブリ相当の織物を彼から没収し，明らかに独立し

た商会を営んでいた彼の息子も，411，950ルーーブリ相当の財産を奪われた，と。

　‘Abd　aLMu’lnin　bayは結びのところで，ロシアのボリシェヴィキは彼の息子から

1，537，450ルーブリを強奪したと述べ，その最後の日を迎えたブハラ・アミールから財産
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取り戻しの支援を仰いでいる64｝。この文書からは他のこともわかる。‘Abd　a｝一Mu’min

bayの一族は，テズ・グザル村に広大な三三耕地と牛や羊の群れを所有していた。そし

て，一族の者たちはブハラにおけるソビエト政権の確立の後も，これに対する敵対的な活

動をやめようとはしなかった。

　宗教やイスラム司法に関わる職務への任命書もかなり多い。ブハラはアミール国の最

後に至るまで，宗教教育の申心地というかつての役割を保持しており，中央アジア全土は

もとより，ヴォルガ沿岸地方からも学生たちを引きつけていた。周知のとおり，膨大な数

のマドラサの学生や教師がワクフ収益で生計を立てていた。かつてワクフの管理人

（mutavall￥）は，ワクフの遺言者の意志で任命されたものであったが，この時代にはその

任命権は大カーディーにあった。も』 ﾂとも，以前と岡じくこの時代でも，m磁ava露の任

命は国家の統治者によって認証され，任命のヤルリクが出された65｝。

　三昧深いのは，ムフテd一職への任命の手続きである。これはブハラの聖職階級では，

シャイフル・イスラームと大カーディーに次ぐ第三の地位を占め，［その主席は1「学を究

めた入」（a‘lam）の学位を持つことができた。この法学者の称号はfaq誼at　pa砿h（法学の

拠り所）である。ムフテd一は，任命に先立って大カーディーの審査を受けた。たとえば，

ブハラの大カーディー‘Abd　al－Shukur　Sadr　al－DTnは，（1885黛）ギッサル州のムフ

ティーΩAsim　khojaを試験したことをアミールMugaffarに上奏している。彼は，法学

書をよく読んでおり，これらをアラビア語からペルシア語に自由に翻訳し，また注釈をつ

けたという。彼はその学識により，十分ムフティーおよびライースの職が勤まるので，大

カーディーはアミールに鋳s圭1n　khojaを上記の職［ブハラのムフティー職1に認証する

よう願い出たのである5G｝。これは，ムフティー職が自立したものではなく，二時にマドラ

サにおける教授やライースの職を兼ねていたことを考えれば，当然のことであろう。な

お，AA．セミョーノブ教授が整理，登録したウズベク共和国科学アカデミー東洋学研究

所所蔵写本の保存室長，故イバドゥッラ・アディーWフの指摘によれば，何らかの学者あ

るいは法官の職に就く旧格は，クケリタシュ，ガウクシャン，ミーリ・アラブなど一部の

マドラサの教授，ムダッリスに限られていたという67｝。

　アミール国の首都にあって，シャリーアの遵守に関わる領域で大カーデg一に次ぐ重

要な職務は，ライース（前述参照）あるいはブハラの通称でいうイーシャーン・ライース

（ライース挽下）であり，その称号はra’Tsat　paR5h（ライース職の拠り所）であった。

【第2部】「コシュベギ文庫目録」の第二部には，内政の諸問題に関わる文書類がまとめ
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られている69｝。この部の文書は，19世紀後半から20世紀初頭の中央アジア社会政治史に

ついて，きわめて貴重な資料を提供する。これらは官吏やハーキム，amlakdAr，あるいは

merg2n（原義は「腕の立つ射手」）と呼ばれる通報者などが郡や州での事件について現地

から送った報告，また官吏と住民との閥のいさかい，住民による財務二三や徴税吏

（‘議mil百a4　khar五j）あるいは他の宮吏の職権濫用の告訴などに関する文書を含んでいる。

これにはまた，堪え難く苦しい状況や封建的な専横のために住み慣れた土地から逃亡し

た農民，公権力に隠れて「政治的」あるいは他の犯罪を行った者たちの捜索に関する文書

もある。／／

　1868黛6月23β付けのロシア・ブハラ条約によってiアミール国における奴隷制度と

奴隷貿易は廃止されたにもかかわらず，ブハラに対するUシアの保護が確立した（1873年

9月18日付けのシャフリサブズ条約）後ですら，この奴隷解放条項は履行されなかった。

1873年9月18田以後の文書を回ると，奴隷や捕虜が頻繁にロシア領内へ逃亡し，ロシア当

局に奴隷の解放を促進するよう訴えていることがわかる。文書には，奴隷主の非人道的

な残酷さや奴隷とその子供たちの過酷な境遇，男女の奴隷の悲惨な運命などが記されて

いる。ブハラ・アミールが1873年条約の履行を約束した後も，ブハラでは奴隷の所有が

続けられ，公権力は報告書で蕎い逃れをするばかりであった。奴隷制度はトルクメン諸

部族の間にもかなり残っていた。ケルキ州のカーディーがアミールに上奏した文書によ

ると，彼は男女の奴隷の解放に関するコシュベギからの文書による指令を受けたという。

これに基づいて，奴隷のカリームクル，ダウラトケルディ，マヒーターブ，ソフバトバイ，

クマク，パフラワン，マルジャンらが解放された。これらの奴隷は，‘Abd媛ll識Ishanなる

某サイイドの所有物であった。すべての解放奴隷にカーディーの執務室（q繭k嬉ne）で

相応の文書が発行された。文書の日付はヒジュラ暦1303黛（1885－1886年）である69）。

　エ873年条約の奴隷解放条項が人道的な役割を果たしたことは疑いない。奴隷のくびき

に苦しんでいた多くの人々が解放されたからである。しかし，ブハラ・アミール国はも

ちろん，ヒヴァ・ハン国においても，多くの不運な人々がなお奴隷の身分に置かれていた。

彼らの解放をもたらしたのは，1920年の人民革命である。

　1898年のアンディジャン蜂起に関する文書も三昧深い。これはミング・テペの生ま

れで，“Dukchi”［紡錘作り］と通称された反動的なイシヤーン，マダリー（M適ammad

‘AIT）が指導した蜂起である。蜂起が鎮圧されると，その参加者の多くがブハラ領内に逃

げ込み，地方の諸州に隠れたり，一部はブハラ領を経てアフガニスタンへ逃亡した。ロシ

アおよびブハラi当局は，逃亡者の捜索に奔走させられた。多数の文書に逃亡者の外見が
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詳細に記されている。ある文書には次のようにある。「lsh蝕kh融T恨aの息子Dar再sh

khanは，アンディジャン市の出身にして蜂起の参加者なり。1899年2月ジザクの監獄を

脱走，カラテギンに逃亡せり。これに同行するは，カーブルより来着せしアンデ／ジャン

人，Mu加熱mad　Kar珈および‘Umarqulの息子Narimbay＿逃亡者DarvTsh　kh5nの人

相：45歳，長身，毛は褐色，長い顎髭のあばた顔，目は緑がかった灰色，顔は黄褐色で前歯

を二本欠き，大足」’0）／／　新ブハラ（今日のカガン）に置かれたロシア政治代表部は，ブハ

ラ政府にDarv了sh　k憶nの引き渡しを要求した。ロシア当局の要求によれば，彼には東部

ブハラで反乱を組織する企図があったという71）。／／しかし，捜索は成功せず，彼はアフガ

ニスタンへ逃げ去った。／／

　ブハラ政府自体，アンディジャン蜂起にはかなりの関心を示していた。アミール政府

は，アンディジャンに数名の秘密諜報員（mergaR）を派遣し，状況の観察と蜂起の詳細の

報告とにあたらせた。コシュベギとブハラ市の大カーディーとに宛てられたある秘密報

告書によれば，ヒジュラ暦1316年ムハッラム月10Ei（1898年6月2日置月曜日，蜂起の後に

マダリー・イシヤーン（蜂起の指導者）は身を潜めたが，ロシア当局は“Dukchi”イシヤー

ンおよび他の反乱指導者たちと関係を持っていた二人のイシヤーンを逮捕した。別の諜

報員の報じるところによれば，ヒジュラ暦1316年サファル月7日（1898年6月27田旧曜

R，コーカンド・キシュラクのミング・バシによる度重なる捜索の末にイシヤーン・マ

ダリーとその甥，さらに5，6名の反乱参加者がウズゲントのダッラで逮捕され，ロシア

当局の手に引き渡されたという。この文書には，「イシヤーンは現在監獄にあり，アン

ディジャンの残りの住民は平穏で，住民の生活は平常に復した」とある72｝。

　第二部の文書類の中には，トルキスタンとステップ軍管区（カザフスタン）の「異族」住

民に対する前線後方への動員令（ツァーリの勅令）に関する興味深い資料がある。19歳か

ら43歳の男子住民の動員令は，1916年6月26日に公布された。コシュベギ文庫には，

1335／1916年の［動員令に反対する3ジザク蜂起の門下者捜索について，コシュベギの官房

とWシア政治代表部との問に交わされた往復文書がある。ブハラ側宮吏は，ロシア領内，

とりわけサマルカンド地方のムスリム臣民が今や（1916年）ブハラ領内に移り凹んでいる

ことをコシュベギに報じている。移畏たちの社会構成は一様ではなかったが，その大部

分はジザクにおける蜂起（ghalayan）の協力者であった。文書には捜索中の人物のリスト

が添付されている73）。翔の文書では，ジザク蜂起に荷担したWシア国籍のムスリムの越

境が頻繁になっていることが報じられている。逃亡者は，とくにヌルアタ山脈を越えて

やってきたという。コシュベギは，文武の二等に各要衝で監視を強化し，Uシア国籍の者
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はすべてロシア当周に引き渡すよう命令した。これには，グジュム・サライ，クシュラー

バード，アフチャーブなどからの逃亡者のリストが添付されている74｝。

　しかし個々の文書の内容を晃ると，ブハラの地方当局は逃亡者をかくまい，彼らをロシ

ア側に引き渡すことを望まなかったようである。シャフリサブズのハーキムはコシュベ

ギ宛ての書簡で，シャフリサブズに「宰相閣下：（すなわちコシュベギ〉の特別全権代理，

Aいaτqu正bek　biy　d記khδhが到着したが，彼はわれわれにシャフリサブズとカルシ州に

はあたかもトルキスタンやサマルカンドから逃げてきたロシア国籍者（fuqarA’）が住みつ

いているかのように述べた，と記している。「閣下のお耳に入りましたかかる噂は根も葉

もありません。シャフリサブズの住民は，職人も商人も，また農民（ra‘iyat）もその生業に

励み，（アミール）陛下のために祈っております。繰り返して申し上げますが，後方労働

（mardikadik）への動員令の故に住地を離れたトルキスタンやサマルカンドの臣民が，

シャフリサブズ，キターブ，カルシなどに避難の先を見い出したとの噂は偽りでありま

す」と75｝。一方，コシュベギの全権代理としてシャフリサブズに赴いた前記のA瞬rqul

bek　biy　dadkh6hは，コシュベギ宛の上申書で次のように報告している。「現在キターブ

とシャフリサブズの領域内にはロシア領内から逃げて来たかなり多くの人々が住み着い

ております。彼らの言うには，逃亡の理由は肉体労働への動員令であったそうでありま

す。彼らは（アミール）陛下の御健勝を祈り，旧地に戻ることは毛頭望んではおりません。

愚臣は彼らの名簿を作成いたしました」と。Akrfirqul　bek　biy　dadkh6hは最後に，逃亡

者たちは避難してきたところにそのまま留めおくべきことを具申している。この：文書に

はAbrarqul　bek　biyの印と1336年／1916年の日付がある76｝。／／

　トルキスタン軍総督A．N．クwバトキンは，逃亡者たちを送還するようアミール本人

に直接要講した。アミーールからコシュベギに下された一文書では，トルキスタンとサマ

ルカンドから逃亡したロシア臣民がブハラの東部諸州，とりわけカラテギンとギッサル

に来住していることが述べられている。これは，逃亡者を捜索し，彼らをサマルカンドの

ロシア当局に引き渡すべしとの命令を含んでおり，逃亡者の捜索と送還にあたっては貧

者も富者も等しく扱うべきことを特記している77｝。しかし，われわれの文書からは，ブハ

ラ当局が1916年反乱の参加者を含む逃亡者たちをロシア当局に引き渡したどうかはわか

らない。／／

　現地住民を後方労働に動員するというツァーリの性急な命令は，勤労住民の利益に反

するものであった。この時期に人鼠大衆の階級的な自覚は相当に高まっていた。した

がって，ツァーリの命令は強力な抵抗に直面した。総督クロパトキン自身，動員令布告の
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当初から現地住民は「この命令にかなりいらだっていた」ことを認めていたほどである。

そして，労働者徴用令が布告された直後，騒乱が始まり，それは州から州へと転移して

いったのである。この動員に関してとりわけ悲観的であったのが，サマルカンド軍総督

N．ルdコシンであった。彼はクロパトキン宛の電報で，「原住民の自発的服従は到底望

むべくもあらず」と打電している78）。また別のところで彼は，現地住民の間では「民心の

動揺が高まり，喧嘩や殺傷がここかしこに突発して，地方当局の劇職も効果がなかった。

やがてこれらすべてがロシア政府に対する公然たる反乱の形をとって現れるまで，彼ら

はどんな説明も儒尊しなかった」と書いている79）。

　ツァーリの勅令に反対する民衆蜂起は，1916隼7月4日ポジェント住民の異議申し立

てに端を発し，またたくうちに全サマルカンド，シルダリア，フェルガナ州に波及したば

かりか，申央アジアとカザフ草原の全域をおおった。7月11日にサマルカンドの旧市街

で暴動が起きると，その2N後の7月13日に有名なジザクの反乱が始まったのである。

トルキスタンのツァーリ権力はきわめて困難な状況に陥った。1916年7月17日付けの勅

命により，トルキスタン軍管区には戒厳令がしかれ，数日後にはクロパトキンに戒厳瑚令

官として全権が与えられた。武器なき民衆の反乱は，前代未聞の残忍な殺りくの末に鎮

圧された。しかし，民衆は閉塞状態からの脱出を求めて故郷を離れ，カラテギン，ギッサ

ル，ダルワーズなどのブハラ領に移り住み始めた。彼らはペンジケントの山地を通って

越境した。後にクロパトキンはこう書いている。「全ペンジケント道は（1916年）7月中

旬の10日闘というもの，逃亡者であふれ返っていた」と。「原住民の自発的な服従など期

待すべくもなかった」のはもちろんのことであるse｝。

　1916年反乱はツァーりのトルキスタン総督のみならず，土着のバイ［資産家，地主など

の総称］や聖職者にも向けられた反乱であった。これらの要素は，反乱の過程で否定的か

つ背馳的な役割を果たし，反乱の勢いに恐れおののいていた。土着のバイやムスリム聖

職者は，ツァーリ権力の残虐な鎮圧手段を支持した。このような光景は，ソビエト・ウズ

ベク文学および文化の基礎を据えたハムザ・ハキームザーデ・ニヤージー［1889－1929］

の一連の作品，すなわち1916畷919年の閤に書かれた9「　eうしんばら（Safsa’r　gr‘1）』，『バイ

と作男tl，鷺された生活S（1916年），『動員された者たちの悲麟などに巧みに活写されて

いる。きわめて政治的なテーマにそって書かれたこれらの作品は，バイや聖職者，ブル

ジョワ民族主義者，すなわちジャディード［改革派知識人］の背儒行為を暴露するもので

あったSl｝。
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【第3部】第3部には対外関係に関する文書が収められており，これらはアミール国の

外交，政治および商業関係を反映している82）。この文書類は，ブハラとイラン，アフガニ

スタン，インド，ロシアおよびトルキスタン総督府との相互関係を物語っている。若干の

文書は，ロシアの影響力に対するイギリスのアフガニスタンにおける破壊活動，またイギ

リス人がトルキスタンおよび当のブハラで続けていた同種の活動を明らかにしている。

第一次世界大戦の開戦前と大戦期には，ドイツ情報部員もブハラとトルキスタンにおい

て同様の破壊工作を行った。

　周知のとおり，ブハラ・アミール国はmシアの保護下においてはじめてその主権を保

持しており，ロシア政府の許可なくして外国と交渉する権利を持っていなかった。ロシ

アの保護統治は，（他の多くの要因とは別に）ブハラにとって死活の二つの問題によって

ことさら強固なものになっていた。まず第一に，ロシアはしばしばブハラに不可欠の潅

概用水をてこに対ブハラ関係を調整した。つまり，ザラフシャン川の分水界はロシア領

のサマルカンド州にあり，したがってブハラ志州への潅概用水の供給は植民地権力の手

中にあったからである。これはブハラを経済的に完全にUシアに従属させることになっ

た。ロシアがザラフシャン川上流で開墾を行い，綿花畑や米畑の拡大を進めるにつれて，

ブハラへの用水供給は激減し，農業経営にゆきづまった農民は住み慣れた土地を離れ，ブ

ハラ領内から立ち表らねばならなかった83）。／／

　第二に，ロシアは有力なウズベク部族ケネゲスの本拠地，シャフリサブズをブハラ［ア

ミール］に「進呈」することにより，その立場を強化することができた。マンギート朝の君

主はほぼ120年の聞，ケネゲス部の反抗を抑えて，これを自らの権力に従わせることがで

きなかった。そこで，1869黛秋アミールM照affarはケネゲス部を服属させるにあたって

uシアに支援を求め，1870年ザラフシャン管区司令富はシャフリサブズに遠征した。そ

して，平定されたシャフリサブズは，ここに配下のべクを任命するようにとの提案ととも

にアミールに譲渡されたのであった。この譲渡にはいかなる条件も付けられてはいな

かった。有名な「中央アジア征服史tl全3巻の著者テレンチエフは，この譲渡は「あらゆる

ブハラ人にWシアへの好意を抱かせ，このときからブハラに関する限りわれわれの立場

は確実だと見なせるようになった」と述べている8‘）。しかし，この征服もケネゲス部の反

抗をくじいたわけではなかった。シャフリサブズの有力者たちは，征服は住民の意志に

反して行われ，彼らはアミールの支配下にとどまることを望んではいないと断言してい

た。聖職者の代表をも含む一隅の人々は，シルダリア州総督N．N．ゴロバチョフに，ロシ

ア政府がシャフリサブズの住民をロシアの臣民として受け入れるよう願い出ている85）。



40 MA．アブドゥライモフ

シャフリサブズ人のこのような意向は，1870年代に中央アジアを旅したアメリカ人E．ス

カイラーも注目している。彼によれば，シャフリサブズの併合は，「現地住民の意向と抗

議に反して」行われ，「彼らはMuzaffar　al－DTnの統治よりはロシアの統治の方がはるか

に好ましいと考えていた」のである86｝。

　ヒジュラ歴1290年シャアバーン月／1873年（9月24－10月22日），シャフリサブズで締結

された条約は，Wシア・ブハラ関係において重要な役割を果たした87｝。条約では，ブハ

ラ・アミール国はロシア政府の裁可を得てはじめて諸外国と交渉しえることがいま一度

強調されていた。アミール国は，ロシアの意向と禁止にもかかわらず，近隣諸国との交渉

を続けたが，アフガニスタンでアミール‘Abd　al－Rah醗灘k猿n（1880－1901）が（ロシアの

効果的な支援を得て）権力の座に就き，Wシアとアフガニスタンとの間に良好な関係が成

立してからは，ブハラはせいぜいロシアとアフガニスタンとの間の仲介役を果たすにと

どまった。個々の文書ではアミール‘Abd　al－Rahmanは国王と呼ばれている88）。なお，ロ

シアはアフガニスタンとの外交交渉をトルキスタン総督府を通して行い，一方のアフガ

ニスタンは北部アフガニスタンの総督を通してこれを行ったことを指摘しておかねばな

らない89）。

　文書の中には，イランの上層部内の人物に宛てたコシュベギの書簡もある（これらの書

簡はウズベク語およびペルシア語で書かれている）。コシュベギはイランの王子Ri蕗

Ωuli　Mlrzaに，彼の手紙を受取り，その内容をアミールに報告したと記している。ア

ミールMttgaffarは，返事は「信頼の置ける王子，　Shaykhanなる入物を介して」口頭で行

うと答えている90）。

　ブハラと日本政府との接触に関する文書も見つかった。1297／1880年コシュベギはブ

ハラで日本の領事Neyse（あるいはNeysi，名前の翻字の正しさは定かではない）［西徳二

郎1をあたたかく応接し，高価な馬具と栄誉の長衣，金銭からなる贈り物を与えだn。

　第三部の文書中には，ブハラ領を訪れたS－Uッパ人（farangi）に関するものが多数あ

る。1316／1898年ブハラの官吏は，数名のヨーロッパ人がシュグナンに到着した件につい

て東部ブハラからコシュベギ宛に上申している。彼らはバダフシャンのイシュカミシュ

を訪れ，これからハW一クを経てパミールに行こうとしていた92）。

　イギリス入もブハラ領を訪れていた。1333／1915隼コシュベギはギッサルとカラテギ

ンのハーキムに，近々東トルキスタン（新彊）からギッサル州に到着するはずのイギリス

人Avraily　lsnief（正しい人名表記の復元は困難である）の応接と便宜供与に関する指示

を送っている。通信文の書き手は，自分はすでに上記のイギリス人がシュグナンに到着
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したことを知っていると述べている。手紙には，シュグナンのハーキムに客人がシュグ

ナン方面に現れた際には援助を与え，カラテギンに着くまでもてなしを怠らぬことにつ

いてしかるべき指示が出された，と記されている。問題のイギリス人は1915年の10月初

頭，3人の部下と12頭の駄獣を連れてギッサルに到着した。自身の希望により，彼にはす

ばらしい果樹園があてがわれ，必要なあらゆる飲食物と飼料が与えられた。彼の繭途や

宿泊（q◎nush）設備についても配慮がなされ，道中の安全をはかるために警護兵navkar

と召使いshagird　pTsheが付けられた。彼はついに当流地であるセリアシヤー（現在はス

ルハンダリア県の中心）に到達したが，ここでブハラ政府の高官と面会することになって

いた。文書のコシュベギ名の印には，　KhojaΩuli　bek　biy　divan　begi／qoshbegi／とあ

る9”｝。これより先，ブハラ政府はイギリス人に棉花およびその他の高価な商品を国外に

送り出すよう促していた94）。ブハラとイギリスとの交渉は，インドと東トルキスタンの

カシュガルを通して続いていだ％

　ロシアの度重なる警告にもかかわらず，ブハラはロシア政府に隠れて諸外国との非合

法な関係を続けていたのである。

【第4部】第四部には，アミール国の経済（農業，潅概，手工業，商業，牧畜，その他）に関す

るあらゆる資料が集められている。文書の中には，キシュラク［村落1や州，アムラクダー

ル管区の綿密なリストがあり，これには各々の耕地面積および住民，早まき（kabUd　bari）

と遅まき（safld　bari）［の農作物］，手工業そして家畜からの徴税額についての記載がある。

また荒蕪地に関する文書もあり，その土地はこれを潅概によって開墾した者に長期にわ

たって貸し出されたGj蚕ra）という。その期間は99年と記されている96）。

　若干の文書は，潅概の実情，潅濃水路凌漂のための労役ha曲arへの住民動員の実態を

明らかにしている9’｝。中でも興味深い史料は，人民大衆の反封建的な意気，彼らの困窮し

た状況，過重な税負担に耐えかねた農民の逃亡に関するものである。彼らの多くはロシ

ア領のトルキスタン地方（トルキスタン，カザリンスク，キジル・オルダ，タシュケント）

あるいはアムダリアを越えてアフガニスタン領内へ逃散した。ブハラ政府の租税政策は

過酷かつ無秩序であり，シャリーアを含めていかなる法律にも制約されていなかった。

シャリーアに規定された租税，すなわち土地税（ハラージュ，ウシュル：現物と貨幣），ザ

カート（家畜，商業，その他の財産税），入頭税（ユダヤ教徒やヒンドゥー教徒などアミール

国の非ムスリム臣民に対する税，いわゆるジズヤ），そして商貨物関税（b互j）などの他に，

ブハラにはシャリーアに規定されていない実に多くの税があった。ブハラの有名な学者
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で社会活動家，Ahmad　Makh面m－i　D5nish（1827－1897）の表現を借りれば，税は「ライー

ヤト（臣民）から強制と脅迫を用いて」徴収され9S｝，支配的な上層領主階級の寄生的な必要

を満たすために費やされていたのである。

　法外な徴税による農民の困窮ぶりは，アミールの窟吏ですら看過するわけにはいかな

かった。たとえば，ヴァガンジー郡のカーディーはコシュベギ宛の上申書の中でこう述

べている。彼は滞納金（b互qTm蝕de），建築税（uskune　puli），駄獣税（musht－i　bAr），骨盤溺

水税（1嚢ypu圭i）その他の徴収について命令を受けたが，ヴァガンジーのライーヤトは貧窮

の極にあり，借金を重ねて零落している，と。「私が農民の惨状を無視して，彼らからなお

金銭を要求すれば，彼らの不満と暴動を招きかねません。そのとき私はよくてもカー

ディーの職務を放棄せざるをえなくなりましょう。これらの報告を今日まで閣下とア

ミール陛下に申し上げませんでしたのは，ひとえに陛下のお怒りにさわることを恐れた

からであります。」上申の末尾でカーディーは，その代金で住民の滞納金を支弁するため

に自分の果樹園を売りに出したことを述べている。彼の言葉によれば，彼はこの売却の

件をアミール宮廷のカラウル・ベギ（警備隊長）に委任したという99｝。また，ギッサルの

ライース・ムフティーは，アミールMuzaffarへの上奏文で，この州にアミール国の財務

長窟（d了v灘begi）が到着したことを述べている。上奏によれば，ディーヴァーン・ベギ

の到着まで，財務窟は飛騨耕地1コシュloo）から12タンガ，またボガラ地［人工潅灘に頼ら

ない播種地］1コシュからは1タンガと4マン（1マンは約130kg）の穀物を不法に取り立

てていたという。「このようなシャリーア外の過重な徴税のために，ライーヤトは農業に

従うことをやめてしまいましたが，このディーヴァーン・ベギは触れ役を通して，これよ

り農業に従事する者には，ハラージュとコシュ・プリを2年間免除することを布告いた

しました。」さらに，今やギッサルにはこの布告の後さまざまの村から農民が集まり始め，

たとえばデヒ・ナウ（デナウ）からは200家族およびラカイ部族の数家族がやってきたと

いう。ギッサルのライース・ムフティーは，農民がここで打ち捨てられた土地を再び耕

し始めることを期待しているtOl｝。

　不正な徴税のために零落したのは定住農耕民や都市の職人だけではなかった。それは

牧畜にあたる遊牧民や半遊牧民の場合も岡様であった。ある文書にはこうある。Khu－

dゑyNazarbay　atahqがザカートチの職に任命されたときのこと，彼は「最初の年は家畜

の総数に合わせてザカートを公正に徴収しましたが，翌年は厳しい冬で家畜が艶死した

ことにも構わず，（ザカートを）不正に取り立てたのであります」と。「このような振る舞

いは，牧畜罠の貧窮をもたらし，彼らは旧来の遊牧地を捨てて，四散し始めました。」訴え
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の末尾には，「このような事態が続くなら，畜産に従う者は一一人も残らなくなり，住民

（fuqara’）の問には不満が強まることでありましょう。これが不測の事態を招くことを憂

慮する次第であります」とあるIoz）。

【第5部】軍事に関する資料は，われわれのコシュベギ文庫閉録第5部にまとめられて

いる。すでに述べたとおり，マンギート朝の君主たちは不正規の封建的な予備軍に代え

て常備軍を創設し，軍事封建貴族層をかなりの程度弱体化させた。一方，ロシア敢府はア

ミール‘Abd　aLAhadにはじめ公爵，ついで大公の称号を授け，彼をテル・コサック軍囲

に編入したので，アミールはこのコサック軍団の軍巌を着用し，ブハラ軍の一一部もこれを

支給された。しかし，軍隊にはかつての位階が残っており，大隊長はsar　karde（原義は部

隊長〉，小・中隊の指揮官は従来どおり，un　bask玉（十人長），yuz　bashi（百人長），　pansad

bashi（五百人長）などの階級を保持していた。アミーールDaniyalの治世にブハラ軍に勤

務したWシア人捕虜の下級士官フィリップ・エフレーモフは，アタリクは「私の熱心な仕

事ぶりを晃て，私にロシア軍でいえば大尉にあたるyuz　bashiの三等を下賜された」と書

いている1G3｝。高位の軍人には次のような位階があった。　Mub5razat　panfth（戦いの拠り

所），M貨4　akhlir伺馬頭〉，乞a燵saba（自分の軍旗痴ghあるいはt頭を有する部隊長〉，

qaraul　begi（警備隊長），eshik　agka　bash三（大門守護頭）燗。一般の兵卒はnavkarやsar－

bazと呼ばれた。アミールM照af圭arと‘Abd　al－Ahadの親衛隊には，おびただしい奴隷

がいた。彼らの名前は12葉の大型文書に列挙されている105）。筆者は（公文書史料に基づ

いた）初期の研究で，ブハラ軍は現物で給与を与えられていたことを指摘した。軍人には

特定の耕地からのtaakkδh（税収入）あるいは収入の額が指定されたu懸a（alafa）（原義は

糧食，飼料）が下賜されていたのであるleG）。しかし，末期になると軍人たちはすでに月毎

の俸給（mllhllne），ときには日当（yavm￥ya）を受領していた。コシュベギの財務部宛報告

書には，　AbrArqul　bekの指揮下で勤務するシャフリサブズ守備隊（δaste）の月給が定めら

れた，とある。これによれば，sarkardeが500テンゲ，　yuz　bashi　250テンゲ，　sarbazで25テ

ンゲであった。キターブ守備隊の月給は，総額で4，170テンゲと決められたlo’）。なお，す

でにアミーールMuzaffarのときから，アミール親衛隊のsarbazを構成していた奴隷兵は

他の兵士と平等の給与を受けていた。

　1285／娼68隼，コシュベギの命令により，5，065名のブハラ守備隊にIOI，960テンゲの給

与が支払われだ08）。

　第5部の文書は，ブハラ軍の発展を研究する上で興昧深い史料となろう。
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【第6部】　ここには司法関係の文書が集められている。古くからムスリム諸霞でそうで

あったように，ブハラにおいても司法の頂点をおさえたのは聖職者であった。任意の宗

教法規範，法学（fiqh）［の体系］は，シャリーアの規範を法源として法学者が作り上げたか

ら，聖職者が民衆に大きな影二丁をふるったのはもちろんのことであり，彼らはいかなる

自由思想をも許容しなかった。

　末期のアミールたちの時代には，シャイフル・イスラームはたんなる尊称，むしろ文語

的な表現となっていたので，司法の管理は大円ーディーに任されていた。eの職に就け

るのは首都の主席カーディーのみであり，彼は事実上アミール国の最高裁判官でもあっ

た。これはアミールが任命した。そして，このsharl‘at　panah（シャリーアの拠り所）の称

号を持つ裁判官は，しばしば郡や州のカーディーを審査した。

　第6部には，民事訴訟や刑事事件の審査，婚姻，相続財産や売貿契約などの諸問題に関

わる文書がある。ブハラの訴訟手続きの丁丁および法学総体を見るうえで大いに興味深

いのは，hila－yi　shar‘了（原義は法の狡智）というイスラム法の抜け道を使って行われた法

決定と，シャリーアで認められた条件での「売買」とであるIG9）。たとえば，周知のように

シャリーアは高利貸し（s記kh嫉r）を禁止している。しかし，ブハラやその他のムスリム都

市では，自分の土地をインド人商人に商業用地として貸し与えたことにして，利潤の一部

を受け取っていた。そして，土地の賃貸し料から利子を得ていることを隠すために，カー

ディーの事務所で，「シャリーアの認める条件で売却」した旨の登記書を作成するので

あった。たとえば，1888年Gui　Mu阜ammad　bayの息子珊k鶏at儀u1某は，ヒンドゥー教徒

ハイト・スーフィーの患子ヌクル・スーフィーに1タナーブの自分の土地をそこにある

建造物のすべてと共に年50テンゲの賃料（i海ra）で引き渡した。しかし，カーデa一の事

務所で耳ikmatqulは，自分は反対に問題の土地を賃借しており，ヒンドゥー教徒ヌクル

に毎月2テンゲ32fulusu［銅貨］つつで賃貸料を（架空に）払い終えるつもりである，と申

し立てている1］。｝。／／

　大カーディーと州のカーディーは，国家から俸給を受けず，さまざまな裁判業務や売買

手続き，婚姻［証明］，あるいはさまざまの請求権の調停を引き受けたときに得られた収入

で生計を立てていた。カーデi一がこうした業務で得た礼金は，kh三dnlat蝕e（奉仕料）と

呼ばれた111）。

【ag　7部】第7部には厚生関係の文書がまとめられている。まず，19世紀一20世紀初頭の

ブハラに，われわれの理解する保健衛生システムはなかったことを指摘しておこう。そ
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れ以前と岡じく，この晴代にはいかなる医療機関もなかった。中央アジアの他の地域で

もそうであったように，ブハラには天然痘，マラリア，コレラ，リシュタなどの伝染病が蔓

延していた。中でもとくにブハラの住民の間に広まっていたのが難病のリシュタ（飲料

水から体内に入った線状虫が皮膚の下で成長して引き起こす病）であった。知られてい

るように，ブハラの町は大きな貯水池（麺uのから水を得ており，そこから水運び人

（mashkab）が各戸に届けて回っていたが，そこでは家畜にも飲ませれば，洗面もした（洗

浄を行った）。文書の中には，コレラの発生，これに伴ういくつかの州境の閉鎖，コレラに

感染した人々の死亡などに関する不安に満ちた情報が見える。

　また，首都の衛生状態や下水溝の清掃実施などに関する官吏の報告書もある。アミー

ル国に医療職員と呼べる者がいたとすれば，それはtablb（治療師），まじない師，産婆

（doya）であるが，そのほとんどは無学な人々であった。

　コシュベギ文庫には，アミール国のさまざまな地方での疫病の発生に関するハーキム，

カーデK一，その他の富吏の緊乱した報告書や上申書が含まれている。たとえば，ケル

ミーネのカーディーMullA　Mir　‘Alimは，アミール‘Abd　al－Ahadに（1888年），町と州の

住民の間にマラリアが流行し始めたことを上奏している。カーディーの言葉によれば，

疫病が猫獄を極めたのは，チュリ・トルキスタン，ウチ・トゥト，ハラカンおよびヤン

ギ・クルガン村であった。カーディーは，疫病根絶のための緊急の支：援をアミールに求

めている112）。

　防疫やさまざまな予防措置の実施において，トルキスタンのロシア行政機関はブハラ

当局に本格的な援助を与えた。疫病の発生地には医師と中級医療職員からなる医療団が

派遣された。たとえば，カガン噺ブハラ）在のロシア政治代表部付のアミール代理部は，

ザカスピ州［現在のトルクメニスタン1にコレラが発生したことをアミールに通報してい

る。これについてロシア当局は，コレラの防疫対策をとるためにロシア人医師と助手を

ブハラに送ることを決定した。ただし，ブハラ政府は彼らの滞在中の給与として3，057

ルーブリを支払うよう求められている。政府はこれに同意した1！3｝。また，1898年カラテ

ギンのハーキムMlrz五b誌は，ここヘコレラ調査のためにmirza　bashiを伴ったロシア

人医師グリゴリエフとやはりwシア人の女医が到着したことを報告している1’4｝。ブハラ

市にはロシア入医師の協力で病院も設立された”S）。しかし，文書にある備品目録から見

ると，病院はみすぼらしく，老朽化した家屋に設置されたようである”6｝。／／

　文書はUシア当局が伝染病の発生にどれほど注意を払っていたかを明瞭に物語ってい

る。たとえば，政治代表部がコシュベギJan　MTrza　biy宛に送った次のような書簡があ
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る。「サライ村に伝染病，天然痘が発生した。その拡大を防ぐには以下の対策を講じる必

要がある。三）現地当局は発病者があれば直ちにサライ村滞在中のロシア人医師にこれを

通報する；2）伝染を避けるために病人は健康者から隔離する；3）水路で洗面したり，下

着や衣服を洗濯しないようにする；4＞患者が治癒もしくは死亡した疇には，下着と衣服

を焼却する；5）天然痘に感染した家では消毒を行う。以上のための薬剤はロシア政府が

提供する。1898年11月9日，薪ブハラーi1’7）ブハラの住民は1920奪の人民革命の後，はじめ

て本当の医療サービスを受けられるようになった。そして，ソビエト政権の時代に伝染

性風土病の温床はすべて根絶されるに至ったのである。

【第8部】　ここには，ブハラの風俗史，民衆の世俗的および宗教的な慣習，そして文化や

文学に関する文書が収められている。この部の文書はおしなべて興昧が尽きないが，そ

の中にはこれまでほとんど知られていない詩人M了rzガAbδalFakhm，　Subh1　Muham－

mad　R重蘇，　S五diq　MunshT，　Mu肱Ka斑ilなどの伝記資料や詩作品，また19世紀後半のブ

ハラに生きた音楽家，歌手，その他の文化の担い手たちに関する情報がある。コシュベギ

のさまざまな部局で働いていたmunshi（秘書）やmTrza（書言◎の中には，文学，音楽を愛

好し，詩人，音楽家などの情報を好んで収集する人々がいたことを指摘しておかなければ

ならない。コシュベギ文庫成立のはるか以前に活動した‘Alrshir頁av誼（15世紀）や

SAdiq　Munshl（19世紀前半〉らの伝記に関する資料とはいえ，これらもまた先の事実を証

明するものであろう。たとえば，年代記からの抜粋を基にして作成された‘Alishrr

Nav欝の伝記は，詩人の禮先［とティムールの一族とユの親交は，テ4ムール朝のごく初

期にまで遡る，と述べている。彼の祖先はまず，乳兄弟の意味をもつkukelidashあるい

はkukelitashの称号から官途を始めたHS｝。詩人伝のこの部分はすでにバルトリドが着

目したところであるH9）。　Navat’iの小弓とta’rikh（死去の年月日［クロノグラム］）もあ

る12。｝。

　この部には，すぐれた詩人Mirza　Sadiq　Munsltl　Jandari（彼はジャーンダール村の出

身であった）の伝記に関する資料がある。彼！ま，アミール耳aydar（1800－1826）の治世に

munshTの職にあった。例としては彼が郷里の人々の声を代弁してアミールに嘆願した

一一 蛯ﾅ十分であろう。それはジャーンダール（アラブ・ペルシア語（sic，）で「生命ある

人」）村の燗地に水が供給されることを願った一行で，「おお期待の拠り所よ！すべて（ア

ラビア語kull）は水にて生けるものなれど，ジャーンダールにはなおのこと」とある⑳。

　才気に富んだ風刺詩人で，講誰的な短詩の作者，筆名Muφtarib（悩める者）で知られる
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Mulla‘Abd　a1－Maj茎d（i842－1896）に関する興味深い資料もある。この筆名は辛苦を強い

られた詩人の生活をそのままに反映している。ブハラの大カーディーは，彼をブハラ城

内のモスクに付属するsalavatkhllne（預言者ムハンマドとその一族を祝福する，よく知ら

れた：祈下文の読み手）の職に就けるようにとの請願の手紙をアミーール‘Abd　aLA海dに書

いた。彼はこの職務から年に25ティッラの俸給を得た122）。＄adr　al－D了n‘Ayni［（1878－

1954）ブハラ出身のウラマーで，ソビエト・タジク文学の創始者とされる】は，Muφtaτib

を進歩的な傾向の詩人と呼んでいる123）。

　進歩的な詩人で社会活動家のMlrz謹br狙撮Subh1（20二代の末もしくは30年代の初

めに死去）に関わる文書も，以上に劣らず興昧深いものである124）。また，大いに注目すべ

きは，Ahmad　Makh蔀m4　Dllnishの自筆書簡であろう。アミールの宮廷に近かったにも

かかわらず，その書簡は彼が体験した恐怖，彼の家族を襲った悲運を物語っている12s）。／／

　民謡や慣習は，民俗学や民族誌学の観点から晃て，大きな学問的な価値を持っている。

たとえば，花嫁を花婿の家に見送る時に女性たちの歌う歌詞の中に，次のような一節があ

る。「花嫁と花婿の心からの願いがかない，二人が豊かで健やかに暮らせますよう。たと

え貧しくとも，とげとげしくはならぬよう。。。花嫁花婿のご両親，ご親族に祝詞を，花嫁，

花婿の先生，自砺三に挨拶を申し上げましょう」と126）。しかし，伝統や慣習の中には腹立た

しさを誘うものもある。これは何よりも女性に対する非人間的な扱いである。ブハラで

はしばしば11－13歳の少女を嫁に出した（より正しくはカーリム［花嫁買い取り金］で売り

渡した）。嫁入り後の少女の死亡を証関する資料は少なくない。バリジュアーン（フッタ

リャーン）のカーーディー　MullA　‘Abd　al－Ras嫉dは，22歳のΩulb蝕‘A貰某が13歳の娘と結

婚したが，少女は二日霞に死亡したこと，彼女は肉体的に結婚はまだ無理であったことを

アミールM照affarに報告している127｝。

　ブハラの風俗史をみると，人民大衆にとって負担の重い慣習のあったことがわかる。

これは要するに，収穫や租税の徴収が終わった後，アミールに高価な進物を送る慣習で

あった。進物は，高価な金糸縫いの衣装，絹や毛織り，ラシャの織物とその製品，さらにま

た金銀，宝石で飾られた高価な馬異付きの純血馬などからなっていた。Tartuqあるいは

毛oqsan　tartuq（これは，収穫の完了と農産物からの現物および貨幣と思われる租税徴収の

終了，そして冬の90日置12月1日から3月1印の到来とが結びついて生まれた名称）と呼

ばれたこの進物と共に，いわゆるbokhcha（原義は包み）も送られた。これには衣装の他

に種々の砂糖菓子が含まれていた。Chang　bastTという名の贈物も（アミールが旅行か

ら帰還した時に）送られた（原義はほこりおさえ）。このような贈り物に加えて，（租税以
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外に）巨額の金銭も送られた。Tartuqと贈り物は通例，租税徴収官aml註d翫やハーキム

によってアミールに送られたが，私的な個人，大商人（ムスリムと並んでユダヤおよびヒ

ンドゥー商人），手■業者などが進呈することも珍しくはなかっだ2呂｝。

【第9部】教育と宗教に関するすべての文書がここに分類されている。この部の文書は，

マドラサのムダッリス，地区モスクに付属するマクタブの教師，ムアッジン（モスクの職

員；礼拝への呼びかけアーザーンを行う），ハティーブ（預書者とその家族，統治者を讃え

るフトバの読み手），マフスーラ・ハーン（コーラン読み），ワクフのムタワッリー，イマー

ムなどの欠員と任命の件を扱っている’29）。

　若干の文書は改宗，つまりブハラのユダヤ教徒やヒンドゥー教徒のイスラムへの改宗

に関わるものである。ここには有名なナクシュバンディー閉園のシャイフBah議’a圭一DTn

の系図を掲げた文書もある。また，この部の公文書の中には，アミール国内の地区モスク

と大モスクのリスト，ワクフ収入や奨学金（vazife），国庫のdahyak’3。）の給付を受けてい

るマドラサのムダッリスと学生のリストがある。

　ここにはまた，19世紀後半から20世紀初頭のブハラにおける，ペテルブルクやカザン，

タシュケント，イラン，トビリシでアラビア，ペルシア，そしてトルコ語で印嗣，刊行され

た出版物の普及に関する文書があることを付け加えておこう’31）。

1第10部】最後の第10部には，ブハラの支配人士の手紙や往復書簡が集められている。

とくに三昧深いのは，アミール国における租税改革の必要性を述べた書簡である億文庫

の2474号文書）。ここには，AstanaquliΩoshbegiが1920隼［1910年目誤りか］ブハラに起

こったスンナ派対シーア派の虐殺事件について最後のアミール宛に書き送った手紙もあ

る。自身シーア派であるコシュベギは，自分はこの事件には関与していないことを強調

している。それでも，こ．の事件に連座して，Astanaquliは解任された。

　もっとも注目されるのは，1918年の2－3月にコレソフ［当時のトルキスタン・ソビエ

ト人民委員会議議長］がブハラに行なった不成功で無為な遠征に関する文書である。こ

の愚かな行動のために，多くの指揮官，赤軍兵士，共産主義者，そして青年ブハラ人の生命

が失われたのである。

分類登録作業を終えてから，新たに37冊の大型台帳（daftar）が発見された。極秘とされ

たこれらの台帳は，ブハラ・アミール国の年毎の収支計算を示しており，総計7，200葉に
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及んでいる。これからはアミール国最後の40－50年間の国家予算を正確に知ることがで

きる。

　以上がコシュベギ文庫の内容に関する簡単な試論である。コシュベギ文庫文書を使わ

ずして，後期封建制期，同じく19世紀から20世紀初頭のウズベキスタンの歴史を学問的に

再構成することは不可能であるにもかかわらず，この貴重な文書群はこれまで研究者の

注意を引かなかった。

　われわれの考えるに，コシュベギ文庫の研究は重要な意味を持っている。とりわけ，ソ

連邦共産党中央委員会の決議，「社会科学の一層の発展と共産主義建設におけるその役割

の上昇に関する方策について」を盛れば歴然であろう。そこでは「社会科学研究における

文書基盤のさらなる拡大」の必要性が強調されているからである132｝。この決議と中央委

員会のその他の指示は，学術研究における事実の重要さ，また「個々の事実ではなく，当該

の問題に関わる事実の総体を一つの例外もなく取り上げる」ことの必要性に関するレー

ニンの規定に基づいている133）。

注

1）　SapToJibA　1973a　：l18，

2）　SapToJibA　1973b　：　357，

3）　TaM　x〈e．

4）　6enfieB　1909　：45－48．

5）　SapTonbR　1973b　：359．

6）　SapTonbA　1896：58－59．

7）　KpagKoBemdi　1940：3．

8）　Co珊珊ecK肪。6（駆）別lfK，　MocKBa－JleHKHrpa双，1934，52－90，

9　）　Jf3　apxutBa　llfeiixoB　，llmyth6apu，　MaTepJfarml　no　3eMenbHbne　lf　ToproBblivf　oTHomermaM

　CpegHeti　A3nv　B　XVI　B．，　Moci〈Ba－XeH“Hrpan，　1938（C　npepmcnoBKeM　E．　9．　BepTenhca）；

　vaBaHoB　1954．

10）　MBaHoB　1940；IenAaixieB　1966．

ll）　［1］povaqi〈aff　1968　；　OHa　me　1969．

12）　gexoBKg　1954；OHa　＞Ke　1965．

13）　Ha6xeB　1959；OH　）Ke　1964：87一一97．

14）　MyKiNEMNoBa　1966．

15）　A6nypaKMoB　1961；OH　x〈e　1966；OH　＞Ke　1968．
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16）　TleTpymeBcm｛ik　1940；OH　）ice　1948；OH　＞Ke　1951．

17）　BmKJ（H　1909　；　OH　＞ice　1912　：　76一一93．

18）　CeMeHoB　1929；OH　）Ke　1954．

19）　A6JlypaMMpB　1972　：　137－138．

20）　II・rA　Y3CCP，　op．　X一一126，0xx．1．　ell．　xp．　No．1－2656．

21）　UrA　Y3CCP，　op．　X－323，0rr．1．　eg．　xp．　1429／16．

22）これは，かつてブハラ人民共測国教育人民委員および非常委員会副議長を務めていたMサイ

　　ジャノブが，アミール圏の崩壊後に作成した一部の文書に関する最初の鼠録メモの中で述べられ

　　ている。彼については，次の拙稿を参照。A6灘pa臨OB　1972．この点は，やはり元ブハラ入民共

　和国知的委員会のメンバーであった前記のK．ウバイドゥッラーエフも確認、している。

23）　A耳耳peeB／て｛exoB照1972：18．

24）　CeMeHoB　1957　：　210’215；　Muhammmad　Vaf－a’　Karminagi，　Tuhfa－pt　khjni，　pKn．　PIB　A｝I

　　CCCP，　C一一581，　em．　1686　；　EmxopaHoBa　1962　：　123　；　Maktitbat，　pyK．　Vt［B　M　Y3CCP，　No．　289，　x．

　　1336；A61rypavaMoB，　1966：75－81．

25）　CeMeHoB　1948　：139．

26）「タタール語（テユルク語　　筆者）からの借馬語で，多碇住民からなるザポロージェ・コサック

　　軍の本営もkoshと呼ばれた。しかし，これはいつでも場所から場所へと移動させることができ

　　た」ByAaroB　l871：82－85；「qosh（チャガタイ語）は，本営，宿営，軍隊；qoshbegiはブハラの糞桐。

　　qosh　aghasiは（本鴬の）司令宮」Pa解081899：636．

27）A61rypavaMoB　1963：15〔またA6Ayp鋤MoB　1974：54－60も参照〕

28）　Maxhar　al－Ahval，　pKH．　XB　AH　Y3CCP，　No．　1936，　n．　1－177．

29）　MaTepMa．iibf　iio　JfcTopJitn　Ta，［12KnfKoB　if　y36eKoB　CpegHefi　A3mif，　Bbm．　2　；　CeMeKoB　1954　：

　　53－54；K二pecToBcKl（踊［1887：289，370．

30）　SapToabA　1963a　：279．

31）　A6JrypaKMoB　1963：181．

32）　SapToabA　1963a　：279；BHTKMH　1899．

33）　ll．　r．　BopoHoBcwwth，　fynbnraH　a”一nryayK，　cog．　MyxaMMa，il　ffay6a　tsytk　apva，　Kawx．　pmccep－

　　Ta照H　B　pxu．，［1］aniKeHT，1948，　cTp．26玉；臨τza‘Abd　al・Aziin　S互mi，　Tuhfa－yi　Shdihi，　pyKon－

　　xcb　vaB　AH　Y3CCP，　No．　2091，　me　61a　；　ll－aP　Muhammad　Hakimkhftn　ibn　Sayyid　Ma‘sfimkhAn，

　　Muntakhab　al－Tavarikh，　pyKofixcb　vaB　AH　Y3CCP，　No．　592，　ti．　92　va　eE．．

34）　ilTA　Y3CCP，　op．　va－126，0R．1．　ek　xp．　1－207．

35）その主な職務は，アムラーク（国有）地を小作に貸し与え，そこから土地税を徴収することにあっ

　　た。AmlAkd毒rがハーキムや徴税官を兼ねることもあった。
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36）　UrA　Y3CCP，　（ip．　ut－126，0R．1．　exx．　xp．　2204，n1一78．

37）　llrA　Y3CCP，　op．　va－126，0me1．　eE．　xp．　1，n．　6．

38）　TaM　＞Ke，　en．　xp．　1，”．　30－37．

39）ウラクの称弩は，（セイイド繊身の）有力な聖職者に付与された。この称号の保有者は以蘭は軍

　隊の中でムフタシブ（ライース）の職務を果たしていたが，この時代になると，それはどのような

　職務とも関係を持たない尊称となっていた。ただし，繭記の職務のいずれかを委任されることは

　あった。

40）コシュベギを除いて，ブハラの頗r（am了r）あるいはbek（biy）はすべて，a藤rat　panah（アミール

　国の拠り所）と称されていた。

41）Jebachiの原義は，甲冑兵。

42）Tash（ウズベク語），sang（タジク語），　farsakh（ペルシア語farsangのアラビア語形）は不特定の

　距離単位で，およそ7一’8km。

43）残念ながら，多くの文書でそうであるように，この文書にも年月は記載されていない。

44）L〔rA　y3ccP，Φ．殖一126，0u　1．　eA、　xp．1，鳳37．ほふられた動物の肉を生のままで分配する慣習

　は最近まであった。こうした儀礼は，家族の息災，除厄のために犠牲祭などの宗教的な祝祭のと

　きに晃られた。

45）1［［TA　Y3CCP，Φ。班一ユ26，0R．1．　eA．　xp．32，π。4．　AaTa　1891－1892．　elbegiは部族の統率者（テユ

　ルク語el，複数形elatは部族，混族の意）。　Sudilrは聖職煮で，中世この職にある者はブハラ領外

　にあるワクフの登録と監督を行った。当該の時代にはたんなる名嘗職であった。T輌s訪aは，

　もともと霞身の軍旗（tEghあるいはt如〉を保有する部隊の長。　MIτ詠聴rは司馬頭。Ωaraul

　begiレま警｛潴隊長。

46）Aghaliq，正しくはel　aghasiは，キルギスのagha　manapやカザフのaul　aghasiに相当し，氏族

　の長老，氏族や共岡体の影響力のある人物を意味する。ByAaroB　1869：60；PapmoB　l893：

　143－144；BapTonbE　1963b　：　534．

47＞　IlrA　Y3CCP，　tp．　M－126，0rr．1．　ell．　xp．　31，R．　8．

48）　A6JryparmoB　1966：103－104；OH　＞Ke　1970：13－14，26．

49）　ll（rA　Y3CCP，　ep．　va一一126，0rr．1．　ell．　xp．　25，　＆　35．

50＞現在はブハラ県バブケントの中心都市で，ブハラ市の北東25k副こある。

51）　ILIYA　Y3CCP，　ep．　va－126，0n．1．　eA．　xp．　22，x．　4．

52）　IIErA　Y3CCP，　op．　ut－126，0fi．1．　eA．　xp．　23，　as．　46．

53）　BofiifH　1941　：　l　l　l－126　；　Bva｝i］Eip｛KoB　1940　：　3－22．

54）　CeMeHoB　1948　：142．

55）　llrA　Y3CCP，　ep．　va－126，0n．1．　ea．　xp．　14，　n．　1．
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56）　IlrA　Y3CCP，　op．　va－126，0ff．1．　en．　xp．　36，x．　1．

57）ジズヤはコーランが異教徒に定めた唯一の税である。

58）　SapTonsll　1963a　：　374．

59）　1eqrA　Y3CCP，　（＊｝．　va－126，　oxx．1．　eA．　xp．　34，0n．　1　yf　ca

60）　TaM　）Ke．

61）　IITA　Y3CCP，　op．　va－126，0fi．1．　eA．　xp．　35，　a　1．

62）IllrA　Y3CCP，φ．玖一126，0R。1．鍛．　xp．576（文書は56葉）．

63）請願書の日付は，1919年1月1姻と1920隼9月14臼。

64）　［［rA　Y3CCP，　op．　K－126，0R．1．　em　xp．　576，x．　38－41，42一一43．

65）　1［［TA　Y3CCP，　op．　K－126，0ml．　eA．　xp．　26，E．　I　l8．

66）狂rA　y3CC王），（勲．敢一126，exx。1．　eA。　xp．11，n．5．

67）　CeMeHoB　1954　：41．

68）王耳VA　y3CCP，（わ．斑一126，0R。1．　e双．　xp．183－586．

69）Z［rA　Y3CCP，Φ。　Va－126，0n．1．　eπ．　xp．188，　n．33，37．〔最近，コシュベギ文庫などの文書史料

　　を使って19世紀ブハラの奴隷制痩を分析した研究が癸表された。T．Ftiyziev，　Buhara　feodal

　　J’a”miyatida’　qulla’rddn　faydo’lanishgdi　doir　hujj’a”tlar　（19　dsr），　Tashkent，　1990．］

70）　lETA　Y3CCP，　op．　va－126，0ff．1．　ell．　xp．　191，n．　1．

71）　TaM　？Ke，　en．　xp．　192，ur．　1．

72）　IIYA　Y3CCP，　op．　va－126，0n．1．　ell．　xp．　191，a　1．

73）　1［TA　Y3CCP，　op．　va－126，0g．1．　en．　xp．　197，tt　1一一3．

74）TaM）＞Ke，　JI．4．：文書の印には，Jurabek　qoshbegiの名がある。

75）　IlrA　Y3CCP，　tp．　va－126，　on．2．　en．　xp．　197，em．　5．

76）　HrA　Y3CCP，　ep．　va－126，　on．1．　ell．　xp．　197，x．　10．

77）　TaM　）Ke，　il．　6．

78）　HrA　Y3CCP，　op．　va一一126，011．31．　eA．　xp．　I　l　35，ti．　18．

79）　BoccTaHEfe　1916　r．　B　CpellHeti　A3zlf　it　Ka3axcTaHa，　C60pua　，iloKyMeHToB，　MoeKBa，　1960，

　　cTp．　161．

80）　UrA　Y3CCP，　ep．　1，0R．31．　ell．　xp．　1135，x．　18．

81）　CynTaHoB　1973　：　26，　34，46，　57－58，

82）　HrA　Y3CCP，　op．　ut－126，　on．1，　epa　xp．　I　l　30－1504．

83）　Ahmad　Makhdgm－i　Danish　1960b　：　163．

84）　TepeHTbeB　1906　：510．

85）　IlrA　Y3CCP，　op．　H－126，01i．1．　eA．　xp．　200，　n．　1．
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86）　Schuyler　1876　：　ff　一308，

87）　IErA　Y3CCP，　op．　ta－126，0n．1．　eA．　xp．　1139，a．　1－7．

88）　ILIrA　Y3CCP，　ct）．　va－126，0rr．1．　eA．　xp．　I　l　52，it　1，2，

89）　TaM　）i〈e，　n．2．

90）　［PaM　＞Ke，　ell．　xp．　1154，n．　1－2．

91）［PaM　＞Ke，　ell．　xp．1150，　a．1．駐露公使西徳二郎は，1880年9月中旬にブハラを訪れている。西

　　はこの問にアミールMuzaffarに拝謁して日本との通商について下問を受けたほか，ブハラの王

　城内でたしかにコシュベギと面会している。臼三城の〕「内二王ノ大臣「クシベギjト申スモノ當時

　留守番トシテ居住シ之レトモ爾度面会致三二「クシベギ」ハ「ブカラ」中篇一ノ晃識アル人ト承り

　緩シカ凡ソ年頃七十位ノ老翁ニシテ醇厚ノ風アリ接封向等圏キシ人ニテ御坐候當人ハ本「ペルシ

　　ヤ」出麗ノ人ニテ久シク當蒋ノ「ブカラ」王二事へ鯨程功アル入ニシテ王ノ信任ヲ受ケ四時宰相ノ

　職位二鷹候j「西書記窟中盟細盗旅行報告書」『日本外交文書s14巻，明治14年，478頁。〕

92）王1［VA　y3CCP，（わ．斑一126，0fl．1．　e双．　xp．1168，x．1．

93）　1［rA　Y3CCP，　op．　va－126，　ofl．1．　ell．　xp．　1167，　ll．　36．

94）TaM・＞Ke，　eA．　xp．1275，a．〔欠落〕，efl．　xp。1274，ll．1．

95）　TaM　）Ke，　eA．　xp．　1158，　n．　1．

96）　IlrA　Y3CCP，　op．　M－126，　on．1．　ell．　xp．　595（25　llowyMeewoB），596（8　xxoK．），622（24　AoK．），652

　　（75　lloK．〉，　673（34　noK．　），　724（4　noK．　），　725（4　AoK．　），　726（2　lloK．），　727（1　lloK．　）．

97）　1　［rA　Y3CCP，　ep．　M一126，eff．1．　eA．　xp．　969（123　AoK．），971（142　AoK．），975（185　AoK．），

98）　AXMaA互OH瓢1エ11960a：118．

99）耳rA　y3CCP，Φ．　K－126，0fi．1．　eA．　xp．203，瓜1，ヴァガンジーは，ブハラ県クズル・テペ郡の

　　大村。

IOO＞1コシュの面積は50タナーブに等しく，1タナーブはおよそ60m×60mの広さである。

le1）翼rA　y3CCP，Φ．　X－126，　oR．1．　eA．　xp．592，π．1．ラカイはウズベクの一部族。文書には

　　1304／1896－97郊とある。

102）　IITA　Y3CCP，　fp．　va－126，0xx．1．　eg．　xp．　764，il．　2；eA．　xp．　765，as．　1－3．

103）　EoppeMoB　1786　：　33一一34，　70－73．

104）　CeMeMoB　1954　：　60　；　UrA　Y3CCP，　ct）．　X－126，0n．1．　eza．　xp．　1526，A．　2．

105）　［［TA　Y3CCP，　ct）．　va－126，0n．1．　en．　xp．　1531，a　1一一12．

106）　A61typavaMoB　1961：22－23．

107）　HrA　Y3CCP，　op．　K－126，0n．1．　eq．　xp．　1576，em．　36．

108）　TaM　＞Ke，　ek　xp．　1566，n．　14．

109）　llrA　Y3CCP，　op．　X－126，0rr．1．　eA．　xp．　1682（B　Aeeme　；tMe｝oTefi　98　AoK．）
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llO）　UrA　Y3CCP，　ep．　X－126，0n．1．　ell．　xp．　1682，u．　27．

1玉1）耳rA　y3CCP，Φ．班一126，0rr．1．　e江．　xp．1654，JI．94，104，

112）　llrA　Y3CCP，　op．　M－126，0ff．1．　en．　xp．　1897，n．　26．

113）　llrA　Y3CCP，　ep．　ut－126，0ff．1．　eA．　xp．　1909，ma　1．

114）　TaM　）Ke，　eA．　xp．　1912，a．　2，

115）　TaM　）Ke，　ex．　xp．　1913，　an　1．

l16）　［1］aM　）Ke，　eA．　xp．　1897，x．　15．

117）　［1］aM　）i：e，　eA．　xp．　1900，E．　9－10．

118）　Ta“e［　＞Ke，　em　xp．　1885，rm　1－7，

119）　SapTorrbll　1964：212．

120）　］　ErA　Y3CCP，　｛＊）．　K－126，　oR．1．　eA．　xp．　1885，　ll．　8．

121）MYrza　Slldiqの伝記資料について詳しくは，翫励‘αZ一莇励，　pyKoll；tcb砿B　AH　y3CCP，

　　No．59／M，　E”Tovpaop．　x3g，　［1］amKeHT，　1914，　cTp．　162－163．

122）　［ErA　Y3CCP，　op．　X－126，0n．1．　epa　xp．　1893，”．　1．

123）Caπp脚冤HA舳1960：105．

124）　IXrA　Y3CCP，　op．　va一一126，0n．1．　en．　xp．　1891，n．　1一一6；ell．　xp．　1889，x．　7．

125）　TaM　）Ke，　ek　xp．　1887，a．　1．

126）　TaM　x〈e，　eA．　xp．　1892，n．　1．

127）　TaM　）Ke，　ell．　xp．　2326，　n．　1－2．

128）　TaM　＞Ke，　ell．　xp．　1824，　n．　i－2．

129）　TaM　）Ke，　ell．　xp．　2395，　2397，　2401．

130）Dahyakの原義は十分の一。アラビア語のウシュル（収穫に対する十分の～税）とは関係が

　　ない。若干のワクフ資金は国康に入り，その十分の一が奨学金として学生に支給された。

131）　IlrA　Y3CCP，　ip　va－126，0n．1．　epa　xp．　1699，x．　1；eA．　xp．　2952，x．　1；ell．　xp．　1953，x．　1．

132）　JIIpaBga，　22　VIII　1967，

；33）　B．　va．　JleHvai，　Cog．，　）i3A．　4，T．32，　cTp．　267．
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　　　　　BeKa，　T．　1，　TaurKeHT．

　1968MaJlo斑3Bec：田L磁ucTollMKx　Eo阪cTop願arpa聾しlx　oTHo田e誠BSyxape　B　XV王B．，
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　　　　　　　HaPOIロ～I　A3朋zA向）ifKM「，1968，　No，3．

　　1970　Oyepew　arpapHbix　omoi［reHnt　B　EyxapcKoM　xaHeTBe　B　XVf－nepBofi　iTo．uoBmae　XIX

　　　　　　BeKa，　T．　2，　［｛JalllKeHT．

　　1972　HayuHoe　HacRepme　M．　Ca；q　＞KaHoBa，　IIIapK　rolllui3if，　1972，　No．9．

　　1974　KoiH6erva，　a　He　Kyiu6erK　（K　KcTopKva　ycTaHoBemeKpffi　BemaeTn　Koiii6erva　B　ByxapcKoM

　　　　　　xaHcTBe），　05mecTBeHHbJe　Hayrof　B　Y36eiclfcTaHe，　1974，　No．11，　cTp．54－60．

A瓢peeB，　M．C／IXeXOBM9，0．A

　　19724PKr勘θ㎜副恥xaPb∫BKα・耳e・XfX－Ha・yaJ・e・XX・B．，双y田aH6e．

AxMaA　AoHptm（Ahmad　Makhdfim一一i　DAnish）

　　1960a　XryTeiuecTBvae　Jf3　ByxapbJ　B　ITeTep6ypr，　Rf36paHHoe，　CTa”KHa6aA　［AyiriaH6e］　．

　　1960b　Ristila　ydi　mukhtasari　ta　’rikh－i　saltanat－i　khanadan－i　manghitlya，　Basa‘T　u　ihtim5m　u　tashih－i

　　　　　　　‘Abd　al－GhanT　M了rz議yif，　Ist灘Tn互b盃d［酌田aH6e］，

BapToasbll，　B．B．

1896

1963a

1963b

1964

1973a

I973b

06　onHoM　vacTopKgecKoM　BoHpoCe，　Cpevaea3」ifaTcK」iffi　BecTEfmx，　ffof16pb，　TaluKeHT．

vacTepKn　1〈yJlbTypHoth　＞K）f3HI｛　TypKecTaKa，　CoyzHeHvaa，　T．　2，　g．　1，　MocKBa．

Knprmebi，　KcTop；fgecKnk　ogepK，　CogMMeHma，　T．　2，g．1，MDcmea

Mvap　Arm－IIInp　va　nonnv；（ziecKaH　＞i〈va3Hb，　CoyzHeHJifff，　T．2，　g．2，　MocKBa．

06　ollHoM　ythrypcKoM　AoKyMeHTe，　CorrifffeHltff，　T．8，　MocKBa．

　XpaHerme　AoKyMeHToB　B　rocyAapcTBax　MyeyilbMaHcKore　Bo¢ToKa，　CorrmaelfJIH，

T．8，　MocicBa．

Be涯HeB，鍍，A．

　　1909　MaTeputa”bl　nxfi　M3ylleHKfi　cpeAHea3maTcKoth　llaneorrpaepxva　llo　K）pw」fgecKKM

　　　　　　aKTaM　XVII－XVIII　BB．，　UpoTomoabi　3acenaHJfti　va　coo6raeHJfH　y”eHoB　l　ypKecTaH－

　　　　　　eKoro　Kpy2KKa　．zlro6RfTe‘［ledi　apxeonorMlt，　roA　XI．

SyxxaroB，　n．　3．

　　1869　CpaBHvaTe”bHblfi　e”oBapb　TypetlKo－TaTapcKvax　Hapevifdi，　T．　1，　CaHKTneTep6ypr．

　　1871　一，T．2，　CaHKwreTep6ypr．

B班HI獅KOB，多1。　H．

　　1940　Apa6b王BCCCi），　Co8e7cKaぼ3盟。でpaφ朋，　T．4．

BonzH，　C．　A．

　　1941　K　KcTopvava　cpegHea31iaTcKi｛x　apa60B，　TpyAbi　2－th　cecevava　apa6vacToB，　Tpynbi　taB　xCLEI

　　　　　　　CCCP，　Bhixx．　36，　Moci〈Ba－JleKKHrpall．

BHTKIiH，　B．　X．

　　1899　va3　06fiacTn　vaeTopnK，　TypKecTaHcKMe　BeAoMocTJf，　1899，　No．32．
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2909

1912

MaTepmanbl　K　vaeTopprlecKoth　reorpa（1）rm　CaMapKa｝mcKoro　BMIIaeTa，　CnpaBoyElaff

mma　caMapKa｝vTcKodi　06aaeTif，　Bbm．　7，　cTp．　1－83．

OiifzieT　o　pacKonKax　06cepBaTop”K　Mmp3a　Yayy－6eKa　B　1908　x　1909　roAax，　”3Bee－

Tvaff∫PyeCKoro　KonVTeTa　A」服Et3YveHnfH（：rpegHett　tt　BOCToyHott　A3Riif＿，　cep．　H，No．

1，C王【6．

EmfopaHoBa，　n．　M

　　1962　Mmp3a　A6Aana3vaM　CaMH，　Tap”x－m　CanaTma－M　MaHrnvwta　（JfcTopiffl　MaHrbiTcmx

　　　　　　　ro（押pe吻，猟3Aa競e　Tel〈cTa，　npenKcnoBvae，　nepeBoll　va　rlplmega！1｝IH　JI．　M．　E皿Φa－

　　　　　　　HoBoti．　MocKBa．
　　　　　　　　　　　　’

EtppeMoB，　op．

　　1786　PoceJifrtcKoro　yHTep－oipuaepa　E41peMoBa　，zlecHTIiJremee　cTpaHcTBoBaHze　if　mpvaK－

　　　　　　　morreHvae　B　6yxapva」1，　X肥e，工lepcnv　va　tapmvava　nt　BO3Bpaxqemife　oTTyma　upe3　AHrnvao

　　　　　　　B　Poecmo，　nvcamaoe　MM　caMtaM，　Cff6．，　1786　；　HoB．　M3A．　MocKBa，　1950．

冤BaヨOB，】工H．

　　1940　ApxEtB　xMBIdHcKzx　xaHoB　XfX　B．　（JfeellegoBaewe　Jf　onvcaHze　goKyMeHToB　c　JifeTop－

　　　　　　　MYeC」UTM　BBeneHlifeM），．　rrOBble　vaCTOYHIdew　ll」ff　EfCTOPIiJif　CPenHeti　A31ilf，　neHilllTPall．

　　1954X｛）3HrtCTBO，ic2KYfi6al）CKIf）【皿e依OB，　K　MCTOPMIrφe（）llan乃Horo　3emae』enage珊ff　B

　　　　　　　Cρeymefi　A3nv　B　XVI－X胃1朋．，　MOCKBa－Jle㎜rpaA．

Kpa冤KOBCK励，ン【．王0．

　　1940　llpeA」fc30B｝｛e　［K　Kmire　rr．H．vaBaKoBa，　Apx」fB　XMBzHcau　xaHoB　XfX　B．．　］

KpecτOBCK阪教，　B．　B。

　　1887　B　rocTllx　y　s”fmpa　6yxapcKoro，　Cl16．．

MyK“avtHoBa，　P．　r．

　　1966　　KMCT（基）Zli　arpap1…lblx　OTHO皿ea競B　Y36emfCTaH「θXVJ　Bり11b　MarepvaanaM‘‘βaKφ一

　　　　　　　HaMe”．　TamKem．
　　　　　　　　　　　　，

Ha6vaeB，　P．　H．

　　1959　HoBble　AoayMeHTanbHble　rvraTepMaJlbl　K　ut3ygeHmo　vaHcTvaTyTa　“Cyropraa”　B　apep－

　　　　　　　raHe　XVI－XVII　BB．，　Jlt3BecT」fJEi　ma　Y3CCP，　1959，　No．3．

　　1964　M［cTorrHvalcP｛rro　vacToppllE　IcpenocTHoro群）a3a…3　CpeAKe薩A3廻，ノ触）xeolpaφ贋ec棚

　　　　　　　e駅er（坂珊Kユ963，　MOCKBa．

ReTpyrxleBcKnk，　ut．　g．

　　1940　KepcmpcKvfe　otp；mMaxbHbie　AoKyMeKTsi　XVI－Hagaxa　XIX　B．　KaK　pfcTogi｛；iKpf　no

　　　　　　　vacTopKva〈peoAanbH正、DくoTHo】虹e翻BA3ep6a血）KaHe　K　ApMeHww，　nl）06πeMbr　”cTorr－

　　　　　　　HlfKoBenewrfT，　T．　3，　MocKBa－JleHmirpall．
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　　1948　K　Bompocy　o　nonxmaHocTn　nepermciof　Pamza　akAJma，　BecTHzK　．ZreHuurpEuTcKoro

　　　　　　　YNneepeureTa，　1948，　No．　9．

　　1951　epeoxxanbHoe　xo3fivacTBo　Paiii｝qE　aJI－llmaa，　Bompocbi　ifcTopm，　1951，　No．　4．

PaAoB，　B．　B．

　　1893／1899　Orrbzr　cnoBapa　TropKcmx　Hapelfp［tt，　T．　1－2，Crr6．．

CaAPIWIPffl　ma

　　1960　BocrroMMHaHlfH，　MocKBa－JleHmirpall．

CeMeHeB，　A．　A．

　　1929　OyepK　uo3eMe　IlbHo－rronaTHoro　ld　lfanoroBoro　ycTpoticTBa　SysapcKoro　xa｝fcTBa，

　　　　　　　？a皿KeHT。

　　1948　ByxapcK揃TpaKTaT　G　gPmax瓢06　Q65薫3aHH◎cT5玉x壬｛oc圃eJ叉e黄駆8CpePaeBeKoBork

　　　　　　　Syxape，　CoBeTcKoe　BocToKoBelleHlfe，　T．　5．

　　1954．　OyepK　ycrpodicTBa　qeHTpaursHoro　anmmcTpaTR［BHoro　ympaeneEEfff　ByxapcKoro

　　　　　　　xqHcTBa・llo3mae加ero・BpellfeHK，　CTaonvaHa6aA．

　　1957　晦pM：yxaMMaR　AM；ma－va　ByxapM，　y6a卿nura－HaMe，　pyccK．　nep．　A。A。　Ce簸eHoBa，

　　　　　　　TalllKeHT．

CymaHoB，　le．

　　1973　Xailf3a，　OrrepK　2i｛」f3HM　va　maopgecTBa，　TamKeHT．

TepeHTbeB，　M．　A．

　　1906　　娩丁（屡）」狐3aBoeBa｝∬『H（陰）e耳刀「e叢A3卿らT・1・C1工6・・

［rpoMgKaa，　A．　JI．

　　1968　KaTanor　apxzBa　KoKaancma　xaHoB　XIX　BeKa，　MocKBa．

　　1969MaT騨a価川・照（胆朋KoKa期cKoro　xaHc甲a　XIXβ・諏・noayMeH　vaM　apx弼a

　　　　　　　KoKalulCma　xaHoB，　MocKBa．

月【eXOB班9，0．双．

　　｝954　双b｝ryMeNbi　K　JifCTOI）励a1ユ）ap価】〔X　OrHO皿eH競BByxapcKoM　XaHCme，　Bbエπ。1，AKrbi

　　　　　　　ipeoganbHofi　co6cmaemioeTif　Ha　3eMnro　XYJJ一一XIX　BB．，　llol160p　AoiryMeKToB，　xxepe－

　　　　　　　BoA，　BBeaelllfe　va　rrpnM．　O．k．　IlexoByfu，　TalllKNT．

　　1965　Byxapc－fe　ptoayrvfeH：rbi　XIV　B．，［1］amaKeNT，

IOpmarxieB，　M．　IO．

　　1　966　K　ldcTopnuif　mpeeT6nv　XzBbi　XIX　B．　，　Cl］aurKeHT．

Schuy｝eT，　E．

　　1876Turkistan，　NotesげαJ・urnay勿Russian　TurkistaiちKhokand，　Bukhara，　and　Ku妨a，　vol．

　　　　　　　2，　London．


